
■■■■

一日［］
松 同妃賜杯宮

ミヽ
ビ

Ｆ

゛
ざヽ′

0

ロ第17 ントン選手権大会

1年度全国高等学校総合体育
↓ △
人
=

′
　
・

l

バド
HI ROSAKI

ヽ
ヽ
ヽ ントン
966

.■r

真

ヽ

ｒ
ョ
一

ヽ

¬

ヽ
ヽ
日

「
ゞ

「



゛
S 竹 ヽ

ヽ ′

む
ら

都

筑

バ
ド

ミ

ン
ト

ン
製

作

所

株

式

会

社

　

三

株

式

会

社

大

阪

合

繊

株

式

会

社

有

限

会

社

ジ

ャ

ワ

商

会

諸

江

製

作

所

マ
ル
エ
ム
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
用
品
製
作

所

株
式
会
社

バ
ド

ミ

ン
ト

ｆヽ

ト

ヨ
ダ

米

山

製

作

所 禾ロ

〔′・

、  ″

√`

東



昭和41年度全国高等学校総合体育大会

主催 全国高等学校体育連盟 関係競技団体
関係府県 関係教育委員会

後援 文部省 日本体育協会 NHK

大 会 役 員

石 井 光次郎

千 田   正  高 橋 進太郎  小 畑 勇二郎竹 内 俊 吉

各 誉 会 長

名誉副 会長

会   長

副  会 長

名 誉 願 間

願   問

田 中 喜一郎
次

来

源野

木

藤

高

鎮

雄定

部

田

阿

黒
吉 村 忠 幸

山 本 重 治

鈴 木 健次郎

金 弥
喜久=
格 ブヽ

竹

中

岡

田

大

田

吉

前

吉

蔵

喬
　
吉

米

銀

　

　

梅

崎

島

木

村

高

西

小

中 義 徳

V

三

寛

朗

東

行

治

栄

一
三

雄

中

治

郎

寛

運

邦

夫

郎

剛

郎

二

郎

誠

義

郎

進

治

蔵

章

八

郎

太

　

　

　

　

一
　

五

　

次

　

　

　

　

　

　

　

　

太

謙

嘉

一
　

義

半

　

樹

省

一
　

政

堅

　

英

義

和

壮

　

秀

忠

竹

　

一
哲

　

末

岩

義

伝

風

野

山

田

永

村

本

田

張

友

谷

林

畑

　

川

角

村

川

本

地

川

藤

樋

岡

本

藤

川

日

下

藤

本

島

河

稲

八

松

森

青

久

戸

安

大

小

田

広

安

両

芝

小

山

菊

小

伊

高

吉

坂

工

長

沼

寺

工

鈴

手

正

雄

重

郎

一
吉

郎

夫

郎

衛

郎

丸

治

人

郎

吉

夫

吉

一
雄

巌

道

蔵

弥

実

郎

郎

夫

次

得

郎

雄

武

　

師

誠

久

三

哲

駄

麒

に

ゴ

誠

政

酵

壮

和

藤

金

武

　

拓

幸

堅

　

輝

獣

三

安

昌

直

文

藤

林

田

石

角

田

　

庭

岡

友

坂

腰

見

角

川

口

井

斎

東

河

高

四

武

原

大

月

森

小

竹

人

両

細

石

藤

悦

一
彦

雄

正

郎

門

浩

冽

清

均

徳

夫

三

一
徳

博

二

文

夫

一
書

雄

武

郎

郎

蔵

善

一
助

郎

郎

清

寿

義

達

履

駄

義

　

　

　

　

恒

達

芳

佑

俊

　

宏

武

敏

省

　

富

　

獣

次

誠

博

藤

蛇

歎

駄

石

島

本

木

納

村

村

坂

嶋

口

原

田

富

本

浅

平

沼

木

松

根

本

森

暉

野

田

力

沢

元

坂

本

樫

岡

赤

津

栗

鈴

嘉

木

野

野

高

吉

本

竹

久

松

湯

石

浅

柏

小

曾

岡

藤

村

島

和

一
永

秋

大

山

富

三

繁

識

一

一
勤

郵

雄

豊

男

朔

一
幹

善

助

太

行

毅

制

三

一

一
江

�

一

一
郵

行

順

螂

幸

畑

節

政

正

　

要

秀

　

幸

喜

　

　

正

周

久

直

剛

善

権

栄

寛

元

七

憲

栄

正

知

仰

記

善

弥

重

田

津

川

川

田

野

島

田

口
　

神

沢

山

坂

口

松

崎

野

崎

‘
屋

西

葉

田

藤

石

川

美

屋

岡

木

橋

貫

黒

　

　

山

福

野

西

西

稲

字

篠

前

井

橘

大

福

中

保

山

小

尾

平

山

大

上

千

小

佐

大

瀬

楠

土

吉

鈴

高

島

橋

藤

道

藤

村

野

葉

山

辺

郷

岡

沢

藤

沢

藤

松

遠

中

工

中

河

千

横

渡

須

岩

金

加

半

佐

門

良

喜

見

年

敏

介

治

生

郎

郎

天

雄

司

郎

蔵

通

芙

吉

郎

門

保

造

助

治

胤

夫

郎

治

郎

整

勇

重

　

　

　

之

　

　

太

　

　

　

　

　

　

　

　

　

四

衛

　

　

　

　

　

　

　

　

一

文

　

佐

勝

万

弘

幾

勝

房

代

俊

　

重

健

二

富

　

喜

豊

秀

右

　

栄

大

貞

一
武

静

健

慶

喜

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

金

野

野

沢

県

本

田

村

日

本

川

　

藤

野

永

岡

下

田

田

内

　

Ｂ

瓶

木

口

村

内

田

藤

藤

池

野

村

谷

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‐

　

々

中

奥

小

山

鈴

木

勝

柴

山

長

東

近

永

福

山

岩

高

成

毛

畠

稲

二

佐

川

谷

鹿

上

佐

斎

菊

大

中

1

´



瑯

茂

郎

義

夫

将

郎

雄

助

一
治

郎

助

正

司

雄

造

男

雄

治

洲

一
七

次

孝

五
　

　

　

　

　

　

　

之

　

代

十

之

正

　

録

忠

良

嘉

太

久

孝

良

千

権

善

　

武

秀

健

英

久

堅

豊

寿

平

貞

忠

橋
谷
野
塚
中
本
島
川
地
野
戸
田
坂
田
井
山
藤
槻
谷
沢
口
部
舘
松
上

野
　
　
　
　
　
米

高

新

佐

小

田

山

敷

粟

苫

今

三

桜

小

前

岩

森

佐

高

岩

金

田

阿

内

小

村

茂

光

義

男

一
翻

澄

二
樹

商

鞠

〓
潮

郎

三

雄

郎

螂

蔵

文

治

功

安

畑

之

俊

信

石

栄

恭

清

秀

秀

久

誠

文

賢

五

栄

良

義

敬

昌

尭

政

　

　

永

武

島

琳

　

田

井

下

郷

高

野

方

黎

村

玉

橋

本

間

沢

島

田

内

帥

橋

川

谷

場

中

佐

林

山

福

間

曾

小

佐

棟

八

中

小

高

山

本

滝

八

安

山

太

高

及

横

一

善
男
郎
部
泊
夫
夫
敏
策
稔
古
郎
郎
二
七
郎
逸
六
治
夫

一
一
三
助
三

次

十

　

　

　

　

　

　

　

五

　

　

　

四

　

　

　

　

　

　

　

之

茂
幸

房
新

順
孝
秀

正
俊
　
典

柾

三
啓

要
得

作
圭

栄

一
恭

孫

順

領
宣

島

田
林

村
本

井
野
村

田
藤
藤
森
　

上

田

野
村

村
橋
木

沢
桐

中

田
良

々
　

田

松

竹

小

中

橋

篠

水

上

小

斎

佐

笹

菅

三

太

小

木

中

石

佐

畠

小

山

沖

松

巳
雄
郎
孝

一
助
夫
作
雄
郎
蔵
郎
夫
治
雄
雄
雄

一
郎
郎
得
弥
徳
治
洋
郎

次

　

　

之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次

勝

貞

栄

　

信

英

武

林

松

立

米

勝

静

三

文

弘

達

場

四
次

征

吉

重

利

　

才

村

辺

野

井

子

杉

木

谷

下

田

野

本

沼

井

沢

股

里

池

藤

福

藤

口
木

藤

軒

川

西

山

高

永

金

植

久

金

木

秋

大

橋

磯

稲

福

猪

中

菊

佐

官

谷

樋

鈴

伊

小

浜

治

郎

螂

螂

一
由

郵

明

順

郎

武

吉

縫

一
文

瑯

二
郎

夫

三

七

・郎

昭

利

通

夫

邦

二

福

庄

喜

定

恵

光

豊

吉

晃

慶

政

欽

貞

精

貞

四
俊

康

金

将

元

勝

博

敏

上

川

間

月

本

屋

橋

村

田

村

橋

村

田

藤

藤

村

森

井

沢

子

川

辺

橋

口
野

崎

河

石

儀

望

木

高

高

元

仲

梅

高

木

黒

佐

伊

古

笹

荒

富

帷

松

山

高

関

大

山

与

雄

　

　

二

三

治

測

男

武

回

純

照

幸

治

市

逸

吉

行

郎

郎

大

郎

美

郎

治

文
　
　
押

鹿

寛

　

一二
　

　

宏

正

信

　

暁

忠

信

敏

文

尚

正

忠

英

弥

武

谷
　
　
藤

代

川

井

藤

本

藤

西

藤

崎

田

村

木

藤

差

陵

越

浜

野

野

橋

村

谷

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

々

　

　

羽

岩
　
　
後

萬

長

沢

遠

山

近

岩

加

尾

原

志

佐

加

徳

矢

宮

横

矢

高

高

川

夫

　
　
八

男

一
男

一
夫

美

雄

英

栄

雄

郎

正

男

雄

男

洋

祐

雄

善

也

一

正
　

　

平

基

幸

正

政

民

成

秀

　

　

国

鱗

　

達

良

武

　

　

俊

博

健

泰

嶋
　
　
村

田

野

水

谷

輪

村

口
谷

　

松

村

谷

渡

藤

岡

島

藤

藤

元

南

板

戸
　
　
下

山

上

清

細

花

三

谷

西

谷

永

中

仲

江

斎

並

福

工
佐

秋

長

駒

博
　

　

澄

雄

胆

男

郎

郎

男

実

喬

三

孝

毅

夫

夫

一
敦

允

二

正

文

一

一

次

正
　

　

喜

義

定

時

六

貞

武

　

　

正

盛

　

信

富

良

　

義

春

　

正

　

賢

藤
　
　
田
　
川
野
山
崎
択
井
松
本
版

日
本
藤
原
藤
間
沢
池
野
本
野

根

　

　

　

之

斎

　

　

成

森

小

小

松

宮

高

酒

常

藤

伊

谷

山

工

塚

佐

豊

田

菊

小

山

永

明

十

寿

太

満

次

茂

夫

司

義

武

輔

一
蔵

良

勇

男

良

夫

鮒

泰

九

松

久

　

清

　

敏

新

定

　

宝

恭

龍

定

　

生

　

得

防

島

玉

藤

口
田

田

島

橋

井

相

川

越

谷

々木

利

田

田

中

田

田

参

大会委員長

大会副委員長

大 会 委 員

・″

館 野   進

之
　
蔵

古

通
　
熊

英

井
　
川

藤

新
　
細

佐

雄

郎太

支

隆

村

時

長

児

安

山

米

黒

森

大

平

成

中

川

渋

佐

浅

黒

寺

畑

附

藤

田

目

員

一魏

類

一頚

類

茉
ズ
△
一
△
バ
△
〓
△
Ａ

健

登

尚

治

視

郎

造

春

三

蔵

夫

男

醇

雄

章

郎

郎

郎

治

一
衛

雄

央

員

員

員

損

義

勝

仁

廠

繕

重

寛

秀

武

兼

　

忠

温

訳

太

三

正

衷

義

春

勘

薇

薇

篠

篠

同

体

実

実

実

実

不

村

平

松

山

村

木

野

田

原

保

居

平

葉

木

山

川

崎

生

田

舘

尾

谷

高

県

県

県

‐
県

順

久

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

野

　

国

森

田

手

城

飯

松

平

中

川

正

河

嶋

石

大

土

大

千

鈴

高

古

金

針

市

小

狩

熊

全

青

秋

岩

宮

ヽ

-2-



あ い さ つ

`

ご
｀
あ い  さ つ

皇太子殿下ならびに妃殿下の御臨席を賜わり, ここに全国高等学校総合体育大
会の開会式が挙行されるにあたり,お祝いのことばを申し述べますことはわたく
しの深く光栄とするところであります。

スポーツが青少年の心身を鍛錬し,その活動力を高めるために大きな効果を有
することは,あらためて申すまでもありません。わが国の将来をになう青少年が
日々の学業に励むかたわらスポーツに精進することによって,あ らゆる困難をの

Vり こえていくことのできるたくましい体力と充実した気力を養い, また一方において公正な精神と美し
い友情を育てていくことはきわめて,大切なことであると考えます。
このような趣旨のもとに, 構想を新たにして発足した全国高等学校総合体育大会が今回をもって早く

も4年を迎え, ますます盛大となってきておりますことはまことに御同慶に堪えません。

全国の高校生のうちからはれて代表として選ばれた選手諸君がここにあいつどい, 日ごろ鍛えた力を

じゅうぶんに発揮して技を競うことは, まことに壮観であり本大会が高校生の体育の健全な発展に大き

く寄与するものと信じております。

母校の栄誉をになって出場された選手諸君は, どうかスポーツマンシップにのっとり, 正々堂々と競

技を行ない立派な成果をおさめられるよう希望します。

最後に, 主催地をはじめ大会関係の皆さまがたのこれまでの御労苦, 御努力に対して深く敬意を表す

るとともに,今大会の成功を祈っつお祝いのことばといたします。

昭和41年 7月 31日

V
全国高等学校体育連盟会長  田  中  喜 -16

昭和41年度全国高等学校総合体育大会夏季大会が青森県,秋田県,岩手県,官

城県の東北四県にわたり盛大に挙行されますことは高校体育界のためまことに御

同慶の至りと存じます。

特にこのたびは,親 しく皇太子殿下,同妃殿下の御臨席を仰ぐ光栄を得ました

ことは, 日本全国の高校生は勿論,生徒の指導に当っております本大会の関係者
一同の喜びに堪えないところであります。

高等学校関係者一同は生徒の平素の鍛錬の成果をこの大会において十分に発揮させ, 殿下の御激励に

ぉこたえしたい党悟でおります。 大会に参加する生徒諸君も高体連の目指す力と技と明朗な精神の三大

目標の下に正々堂々とその技を競うことを念願いたします。

最後に体育関係各団体, 後援団体並びに関係各県の方々の本大会に寄せられた御厚意と御協力に対し

て心からお礼を中し上げてごあいさつといたします。

文 部 大 臣 中 村 梅 吉
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高 体 連 の 象 徴
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競技は力なリー ーこの力を十分に発揮するために技が必要である。

磨かれた技,それを包む明朗な精神こそ学徒スポーツであり,高体連の象徴でありたい。
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高松 宮・同妃 賜 杯

昭和41年度全国高等学校総合体育大会

第17回バ トミン トン選手権大会

(高松官杯) (高松官妃杯)

主   催 全 国 高 等 学 校 体 育 連

日本 バ ト ミ ン ト ン 協

青 森 県 教 育 委 員

主   管 青森 県高等 学 校 体 育 連 盟

青森 県バ ド ミ ン ト ン 協 会

後  援

昭和 41年 7月 31日 ～ 8月 6日

弘 前 市 教 育 委 員
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第二会場

第二場会

第四会場

東 奥 義 塾 体 育 舘

弘前南高校 体育舘

弘前中央高校体育舘

弘 前 高 校 体 育 舘
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全 国高 等 学 校 体 育 連盟 会 長 杯

(男 子 )

(女 子)

_ヽ′

V

7月 30日

7月 30日

7月 31日

7月 31日

午前 11時

午後 3時

午前 10時

午後 4時

ヨビ   ´卜   △
雌 :  :バ   ロ

常 任 委 員 会

専 門 委 員 長 会

主将及び代表者会議

E目    △    =ト
l力|                       =`ヾ                       .o、

於 子L  雀   荘
於 弘 前 中 央 公民 舘

於弘 前 中央高校 公堂

於県営スボ~ツ センター

第 一 会 場

第 二 会 場

第 二 会 場

第 四 会 場

宿 泊・交 通

特 設 電 話

奥 義 塾 高

前  南  高

前 中 央 高

前  高

前  事  務

② 8103

(2)9820

(2)9817

(2)9819

(2)8101

東
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弘
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弘
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挨   拶

日本 バ ド ミ ン ト 1ン 協 会 々 長
全国高校パ ドミントン選手権大会名誉会長

本  田  弘  敏
全国各地から北日本弘前に,高校バ ドミントン精鋭の集合をみるこの盛観は,
パ ドミントン日本の将来のため特に嬉れしく思います。

過ぐる国民体育大会東京大会の際,私は,天皇陛下に「近き将来必らず,世界征覇をいたします。」
と申し上げて居りましたところ,図らずも昭和41年度日本スポーツ界 トップ記録に大書される,ユ ーバ
ー杯女子バ ドミントン世界選手権で,常勝のアメリカチームを美事破って,初出場,初優勝を遂げ, 堂
々の世界征覇を成し遂げ,全世界のスポーッ報道は, これを大きく取りあげ,´ ドヾミントン日本の栄誉
は地球上に拡まり,                                          

、V
陛下への言上の一端を果し得たことを全国の愛好者と共々喜び合う気持ちで一杯です。

この最大の栄誉に至る道を思うとき, 日本チームの一人々々は, かってこの全国高校選手権:の プレイ

ヤーであったことで,高校選手から生れ,そ して育てられたものばかりであったことを考 えると,l今回
の弘前大会の持つ,内容,意義は将来に重■つ大であると信じます。
参加選手諸君は,大きなバ ドミントン将来の夢を抱いて,併せて, 郷土と母校の栄誉のため, 奮斗さ
れるよう望んでやみません。

挨   拶

ヽ
青森県パ ト

・ミントン協会 長々

須 郷 化 太 郎

第 4回世界女子バ ドミントン選手権大会において, 日本選手が初陳で堂々世界

制覇を遂げた意義深いこの年に,若さと希望にあふれる諸君を本県に迎えて, こ
こに第17回全国高等学校バ ドミントン選手権大会を開催できますことは,地元協会として, ま ことに光
栄かつ欣快にたえない次第であり,諸君の御来県を衷心から歓迎申上げます。
わが国におけるパ ドミントン競技が,こ のたびの栄光に輝いたことは,その中核をなしてきた高校生
諸君のこれまでのたえざる努力,精進の賜にはかなりませんが, この大会においても日頃錬磨した技 と
力と敢闘精神を遺憾なく発揮され,最後まで正々堂 ,々高校生らしい, 悔いのない戦いを展開していた
だくよう念願してやみません。そしてまた, 近い将来,ユーバー杯・ トーマス杯両争奪戦において,諸
君の中から世界の王者が,つづいてあらわれることを心から期待するものであります。
なお, この大会にあたり寄せられました関係各位の御労苦に対し深甚の感

・
謝の意を表するとともに,

選手諸君の御健間を祈って私の御挨拶といたします。

V
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あ い さ つ

青森県知事 竹 内 俊 吉

ここ,みちのくの地, りんごのさと,青森県に,皇太子, 同妃両殿下をお迎え

申しあげ,昭和41年度全国高等学校総合体育大会が盛大に開催されるはこびとな

りましたことを,142万県民とともに心からお喜び申しあげます。

遠く沖縄をはじめ,全国各都道府県から参加した若さと希望に満ち温れる2万名の高校生諸君が,数

次の地方予選に勝ち抜き,本大会参加の栄を担い, その実力を存分に発揮する機会に恵まれた この日こ

そ「若き日本を象徴する」意義深
い日であると存じます。

し て もとより,ス ポーツは単に勝敗を競うだけのものでなく, その過程における自己の心身の練磨と, 1脇

Ψ 同の精神を涵養するところに大きな意義があるのであり, この全国大会で, 選手諸君の持てる力のす
べ

てを悔いなく発揮されることは,選手諸君の人生をより実り多くするものであるとともに, 多くの国民

をして体育向上への関心を一層高めるものと確信いたします。

また, この機会に心から選手諸君および役員はじめ関係者各位を歓迎している本県民と親睦, 交流を

深めてくださるとともに,本県の産業, 経済,観光面をもあわせすてご見聞いただければ幸いに存ずる

次第であります。

あ い さ つ

弘前市長 藤 森   容

ヽ_′

ここに昭和41年度全国高等学校体育大会が,皇太子同妃両殿下の御来臨を賜わ

り,本県全域にわたって花々しく展開されることになり,本弘前市がバ ドミント

ン,軟式庭球両選手権大会の会場をお引き受けし,開 ||!地の市長としてご挨拶申

し上げることを大変光栄に存じます。

従来全国高校選手権大会は種目別に開催され, それぞれ実施の時期及び開催地を異にし
て行なわれて

参ちたのでありますが,本年度より関係者が長年の念願であった総合大会として開催される運び となり

ここに国民体育大会と並び, 若人の二大スポーツ祭典として日本スポ
ーツ史を飾る一大新機軸の実現を

見ましたことは誠に喜ばしい限りでございます。各地区の激戦を勝ち抜
かれ, 本大会出場の栄誉を担わ

れました選手各位にはおしみない称賛を捧げると共に, 遠路の御来弘を心から欲迎申し上げます。

選手の皆さん,皆さんは全国4∞万高校生の中から傑出した精鋭であり,ひとリスポーツ界からの期待

のみならず,国民ひとしく割目するところであります。 どうか今大会に母校と郷土の名誉をかけるとと

もに,高体連のシンボルとする力と技と明朗な精神に徹し, 真摯敢斗, 輝く日本の未来を築く若人の
エ

ネルギーの真価を十三分に発揮していただきたいものと念願するものであります。

一言ご挨拶といたします。

-9-
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あ い さ つ

青森県教育長  岡  本  省

昭和41年度全国高等学校総合体育大会第17回バ ドミントン選手権大会が本県で

開催されますことは誠にご同慶にたえません。各選手とも厳しい予選を勝ち抜か

れ,郷土の名誉と栄光を目指して,先輩の築いたスポーツの歴史に更に輝かしい 1ページを飾るべく,

全国より2万名の若い力がここに集結いたしました。高校スボーツは常に大会が教育の場であり,平素
より修練 された力と技を明朗な精神で競技することこそ, 本大会の目的であり, 又大きな教育理念でも

あります。選手諸君には本大会を通し高校生らしい敢間の中にスポーツマンシップの真髄を学び, 友愛  `
・信義の精神を強め, 明るく健全な日本社会を築く原動力となる青年に成長されることを期待してお り

｀ノ

ます。

あ い さ つ

青森県高等学校体育連盟会長

小  木    喬
本州の最北端,青森県を中心に秋田,岩手,官城の東北四県で昭和41年度全国

1等
学校総合体育大会が開催されますことは,ま ことに同慶にたえません。さらに,高校生の大会にふ
さわしく,皇太子ご夫妻のご臨席を得ましたことは, この上ないよろこびであります。

南は沖縄, 北は北海道まで, 全国津々浦々から,各地区の予選を勝ち抜いてきた若きアスリートたちヽノ

約 2万名が真紅の高体連マークのもと, その燃える情熱を競技に傾け, 高校スポーツの真髄を披歴して

くれるよう希望してやみません。

青森県高等学校体育連盟としても過去19回の県下高校総合体育大会の集大成として, この大会に寄せ

る期待は多大なものがあります。

本大会を足場として,次期メキショオリンピック大会の 金`の卵 が`続々誕生するよう祈念いた して

お ります。

最後に,本大会開催にあたり全国各地区から寄せられましたご厚情に深く感謝するとともに, 大会準

備に奔走されました各関係者にあつくお礼申しあげる次第であります。

い
ヽ
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大  会  順  序

開  会  1式  (7月 31日 午後 4時)  於 青森県スポー
ツセンター

V

ヽⅢ/

1.開 式 通 告

2.選 手 入 場

3.開 会 宣 言

4.国旗,大'会 旗掲揚

5.賜杯並に優勝杯返還

6.大 会 会 長 挨 拶

7.祝       詞

8.欲 迎 の こ と ば

9.皇太子殿下 お言葉

10.選 手 代 表 宣 言

11.閉  式  通  告

第 1回

第 2日

第 3日

第 4日

第 5日

第 6日

文部大臣

青森県知事

生徒代表

士
口
　
士
ロ
　
ヱ
・

梅

俊

礼

村

内

藤

中

竹

工

競 技

(8月 1日午前 8時∞分より)第 1,2,3,4会場 (団体 1,2回戦)

(8月 2日 午前 8時∞分)  第 1,2,3,4会場 (団体 3,4回戦)

(8月 3日 午前9時)    第 1会場 (団体準決,決勝,表彰式)

(8月 4日 午前 8時∞分)  第 1.2,3,4会場 (個人複 1～ 5回戦)

(8月 5日 午前 8時∞分)  第 1,2,3,4会場 (個人単 1～ 5回戦)

(8月 6日午前 9時)    第 1会場 (個人単,複準決勝,決勝)

閉  会  式  (8月 6日午後13時)  於 第 1会場

1.開 式 通 告

2.役員選手入場

3.成 績 発 表

4.表     彰

5.審 判 長 講 評

6.大会会長挨拶

7.国旗,高体連旗,協会旗降納

8.閉 会 宣 言

9.閉 式 通 告

10.選 手 退 場
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日本パ ドミントン協会会長

弘   前   市   長
全国高等学校体育連 盟会長

日本パ ドミントン協会副会長

青 森 県 教 育 長

全国高等学校体育連盟副会長

青森県バ ドミントン協会会長

青森県高等学校体育連盟会長

青  森  県  知  事
青 森 県 体 育 協 会 会 長

名 誉 会 長

名誉副会長

大 会 会 長

大 会副会長

ヽ日′

誉 顧 士
口
　
彙
篠

俊
　
一

内

本

竹

坂

名
|●

|

腫

一
）

子

郎

吉

実

蔵

衛

作

二

好

り

一

ル

潤

荘

　

日日

一

喜

啓

直

木

川

田

山

田

　

平

上

屋

鈴

細

石

横

安

伴

兼

三

土

緑

夫

徳

瑯

治

三

雄

弘

郎

一

英

俊

獣

栄

正

武

政

吾

真

夫
　
一　

一　
郎

蔵

敏

良

孫

市

久

武

郎

州

二

任

晃

士

豊

春

精

橋

山

口

沢

井

高

秋

田

田

照

健

茂

郎

治

斉

二将

正

村

谷

辺

田

馬

飯

古

山

市

相

之

太

夫

郎

敏

迪

剛
　
一二　
初

井

田

岡

司

村

保

新

久

岩

庄

今

夫

弘

二

弥

男

末

保

民

吉

英

楽

藤

村

口

杉

安

佐

中

樋

高

木

島

平

田

橋

内

田

谷

野

高

中

石

和

石

山

藤

�

広

行

毅

郎

吉

三

義

修

一雄

金

　

直

剛

四

慶

健

勝

　

〓

辺

田

松

崎

藤

村

山

藤

海

越

渡

菊

小

尾

佐

木

加

斎

鳴

打

三

夫

蔵

通

胤

勇

吾

弘

知

雄

亨

定

富

　

一

　

健

正

文

重

村

藤

下

田

内

村

　

谷

士

田

中

須

岩

高

鹿

中

神

金

福

藤

雄

典

運

邦

郎

雄

雄

二

二

仲

武

敬

英

義

哲

久

邦

彦

貞

康

道

橋

角

村

藤

谷

藤

舘

森

海

中

高

両

芝

工

岩

工

中

笹

鳴

石戸

刀ヽ

与  各都道府県バ ト・ミントン協会会長
各都道府県高体連会長

山 崎

奈良岡

小田桐

りll l奇

佐 山
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雄
　
文

義

正野

森

小

雄
　
博

忠
　
正

木

藤

鈴

斎

明
　
一　
郎

悛

清
　
六

川
　
場
　
藤

斎

相

清

子
　
一

幸

秀

山

水

金

清

子

彦

容

喜

場

藤

大

佐

美

優

恵取

藤

白

斎

全国高等学校体育連盟パ ドミント´部部長

全国高等学校体育連盟パ ドミントン部副部長

弘 前 市 バ ド ミ ン トン 協 会 会 長

青 森 県 バ ド ミ ン ト ン 協 会 理 事 長

青 森 県 高 等 学 校 体 育 連 盟 理 事 長

大会委員 長

大会副委員長

福 島 力 男

信

郎

治

志

格

寿

次

郎

郎

威

吾

稔

一

雄

清

隷

弘

樹

満

男

則

治

志

正

三

正

清

寿

　

彦

登

次

　

庄

　

研

忠

勝

　

真

英

　

敏

常

重

嵐

沢

倉

利

島

日

本

田

山

井

部

江

　

光

川

田

井

谷

葉

野

村

馬

↓

．五

伊

高

毛

中

和

榎

平

中

新

矢

藤

岸

倉

中

益

村

西

千

大

木

相

雄

市

一

幸

一

彦

要

二

堅

江

男

憲

博

吉

男

之

郎

清

弘

弥

晋

郎

之

正

昇

修

勝

正

邦

　

益

智

芳

英

章

　

嘉

良

吉

六

元

　

菊

　

一

正

山

端

田

橋

日

本

脇

井

田

塚

村

部

本

　

丸

藤

藤

川

田

橋

深

谷

崎

亀

川

吹

高

権

山

西

増

砂

篠

岡

服

山

森

石

佐

清

市

松

高

根

渋

官

一

先

甫

英

夫

市

雄

夫

三

信

　

　

忠

重

角

一

哲

龍

元

井

川

方

橋

本

本

木

越

秋

今

塩

三

高

橋

森

松

官

二

郎

道

司

昭

雄

男

透

郎

勇

八

忠

和

文

一

鉄

　

一

村

本

内

川

藤

原

藤

藤

田

中

山

長

市

須

中

須

工

柴

秋

郎

信

晃

寿

太

大 会 委 員

総務姉員長

総務副委員長

総 務 委 員

会 計 委 員

宿 泊 委 員

交 通 委 員

救 護 委 員

接 待 委 員

施 設 委 員

二十里 光

秋 山 支
飯 田 良
伊 豆

寺 田

一

記

郎

郎

二

満

充

十

三

和

亨

裕

亮

博

雄

吾

一

雄

郎

好

男

次

三

清

基

健

万

修

　

弘

正

正

裕

　

　

　

　

幸

邦

武

幸

英

彰

繁

弘

昭

場

藤

藤

本

引

合

本

原

　

部

部

破

　

藤

原

原

橋

田

田

田

藤

藤

沢

相

伊

斎

並

布

河

松

上

森

阿

河

不

谷

佐

石

三

高

太

桜

沢

工

佐

岩

節

郵

宏

雄

一

雄

郵

三

幸

三

男

忍

澄

行

士

平

照

樹

明

昭

務

夫

記

憶

智

淳

安

栄

成

荘

一

純

宣

稔

　

尭

良

俊

純

　

春

俊

千

　

征

武

友

嶋

官

藤

飼

辺

中

谷

林

良

井

子

田

尾

佳

村

府

呂

川

谷

谷

岡

利

森

市

小

内

小

渡

田

神

小

松

遠

金

永

松

広

野

別

野

斎

渋

熊

正

長

V

青森県高体連パ ドミントン部委員長

日本バ ドミン トン協会常務理事

青森県パ ドミントン協会常任理事

校

樹

夫

高

英

征

前

谷

岡

弘
　
西

正

沢   信 一

佐 藤 育 造

成 田 富 美  伊 藤 満 年  対 馬 進 一

司

子

務

男

透

雄

邦

み

和

と

　

　

一二
　

　

安

正

川

藤

谷

田

藤

海

市

遠

熊

島

工

鳴

蔦

引 間 則 子

横 山 キ ミ

弘 前 中 央 高

田 沢 和 郎

木 村 常 則

高 橋 菊 弥

上 田 英 子

美濃叉 福 治

睦 野 菊 枝

弘 前 南 高 校

相 馬 重 治

神    望
小田桐 政 典
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之

郎

枝

大

記

昭

三

男

子

校

郎

一

正

一

昌

硬

武

文

正

定

陽

高

一

信

崎

谷

本

西

利

藤

沢

野

田

田

田

内

官

渋

宮

葛

長

須

岩

小

前

柴

柴

小



競 技 役 員

V

競 技役員長

競 技委員長

競技副委員長

競 技 委 員

(会場主任)

進 行  係

(第 1

岩 沢

熊 谷

中川原

木 村

清 水

山 崎

徳兵衛

三 郎

武 一

会場)

昭 =

博 明
一 雄

常 則

秀 一

頑 子

友

沢

橋

森

伊

高

郎

弥

弘

昭

和

菊

　

　

文

沢

橋

田

藤

日

高

松

須

報 道 主 任

報  道 係

シ ャ トル係

審  判 長

副 審 判 長

審  判  員

鳴 海 元一郎

(第 2会場)

野 村 駒四郎

森 山 賀津子  31
三 上 貝」 子  伊

笹 森 由美子  木

村 井 真 弘

彿 3会場

宮 崎 正 之

神    望

今   房 美
工 藤 繁 男

成 田 幸 恵

山 田 良 子

五十嵐 文 子

間 伸 子

藤 よし子

中 清 子

大 野 敏 男

(第 4会場)

白 戸 久 子

阿 部 れい子

阿 部 仁 子

‖1村 洋 子

吉 田 文 子

葛 西 千佳子

江 富美子

上 ひろ子
つ子

なえ

光

司

(参加校付添審判員)

優

音

彦

つ

子

子

子

喜

あ

圭

恵

良

藤

深

藤

藤

里

杉

下

斎

根

佐

饉

大

小

日

記 録 主 任

記 録  係

子

子

子

二

孝

文

洋

敏

健

あ
　
さ

　

　

和

上

場

井

川

三
　
大

今

市

佳

義

雄

一　
一局
　
正

部

村

山

阿

野

紀

治

亮

郎

男

一

昇

　

　

陽

良

井

　

　

山

丸

龍

谷

上

石

田

牛

木

内

内

々
　
　
　
　
　
・口

前

唐

佐

山

小

中

三

成 田 喜美子  吉 田 真理子  石 り|1 小百合

長 内 忠 道  神 隆  野 呂 春 樹

裕
　
短
　
武
　
良
　
子
　
男
　
征
　
志
　
一
一　
澄
　
博
　
博

忠

　

健

昭

英

紀

清

隆

売

破

田

　

像

本

村

　

利

嵐

田

藤

本

不

安

南

宗

松

岡

原

毛

五

永

佐

山

江 尻

田 中

仲 村

菅 原

兼 三

稔

寛 市

悦 正

年

力

一

二

威

吾

史

子

之

巌

弘

夫

さ

孝

仙

　

修

考

ふ

信

　

吉

和

部

日

本

村

井

上

原

房

田

　

士
口

木

阿

沢

松

川

新

井

塚

花

吉

関

大

鈴

一

治

美

隆

治

亨

喜

雄

弥

雄

衛

勲

照

清

正

武

安

重

　

圭

茂

卓

輝

沢

田

木

坂

瀬

辺

田

藤

丸

唐

新

平

脇

永

河

和

佐

福

二
　

一

賢

洋

川
　
上

赤

川

治
　
一

由

政

井

橋

岩

高

秋

満

光里

邊

卜
，ｉ
　
河

男

男

匡

稔

真

井

井

方

遠

遠

北

次

春

民

彦

千
　
常

本

川
　
田

榎

十

本

行
　
博

良尾
　
村

松
　
田
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西 日

長谷川

島 谷

別 府



ψ

審  判

凛

佐々木

市 川

加 藤

七 戸

鎌 田

中 村

藤 野

西 谷

坂 本

成 田

美濃又

須 藤

鈴 木

蒔 苗

福 士

沢 田

斎 藤

竹 内

大 平

坂 本

隆 夫

元 清

次 郎

那 厚

五 郎

孝 一

光 助

昭 彦

義 信

正 明

福 治

鉄 男

隆 司

恵美子

鉄 郎

彰 好

光 正

昭 江

智 文

善 信

佐々木

秋 山

二本柳

山 内

山 谷

山 田

高 屋

大 田

福 井

鳴 海

三 浦

多 田

笹 本

佐 藤

山 田

浜 谷

吉 田

小 野

松 山

大 向

邦 夫

福 夫

忠 男

巌

正 明

盛 夫

仁

幸 雄

正 志

孝 次

勇 悦

克 己

尚 子

i青 志

正 博

浩 二

正 子

のり子

弘 一

賢 二

竹 内

大 沢

新 谷

沢 向

佐々木

小田桐

湊 谷

阿 保

森 山

対 馬

塩 田

工 藤

伊 藤

森

油 川

佐 藤

佐 藤

三 浦

太 田

船 水

光 雄

三 男

博 仁

鷲

孝 和

正 典

宏

靖 彦

勇 夫

久 光

悛 二

透

申 子

寿 男

孝 男

弘 次

進

恵 一

睦 郎

友 治

■  (地元審判員)

鈴 木 祐 司  勝 田  祐

板 垣 隆 房  布 引 修 二

小山内 信 一  瀬 川1 純 也

田 中 忠 博  山 谷 正 孝

佐 藤  守  西 谷 健 樹

自 取 達 男  日 影 明 雄

佐 藤 正 道  鈴 木 正 義

黒 滝  弘  古 川 好 美

米 川 重 修  阿 保 俊 之

佐 藤 政 美  藤 田  潤

三 上 雅 司  和 田 五 郎

野 沢 紋 一  西 谷 英 樹

秋 元 孝 夫  林 田 信 之

正 岡 恵 子  葛 西 退 子

三 上 哲 夫  神  隆 幸

成 田 州 悦  安 斎 昭 夫

土 屋 隆 昭  斎 藤 亮 三

村 上 久 子  奥 崎 初 江

和 田 義 忠  山 川 昭 夫

武 林 正 剛  奥 野 のり子

横 山 正 二

審   (第 1会場)   (第 2会場)

東奥義塾高校  弘 前 南 高 校

弘前工業高校  弘前 実業高校

(上記)バ ドミントン部員

、 ノ

(第 3会場)

弘前 中央高校

聖愛学院高校

(第 4会場)

弘 前 高 校

柴田女 子高校
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ダイモは 10色の ビニール テー

プに文字 を凸版状 に自 く浮 き

彫 りにす るユニー クな商品…

オフイ ス,学校 ,病院 な どあ

なたの ア イデアですば らしい

用途 をお考 え くだ さい

ダイ モ社 日本 格代 理 店

株式会社 大沢商会 事務機課  東京・港区虎ノ門 TEL(502)22::

爛日ヽ

口 YM(0)

ローマ字・記号・ナンバ……

浮き彫リラベルがすぐできる

Ｆ

”

水

陸

鳥

島

l

J

シヤ トルコツク

製 造 販 売

日本パドミントン協会検定合格

Fast印 シヤトルコツク製造発売元

有限会社 ジヤ ワ商会
山形市六日町 TEL 2-39%

2-0545

，

〔

口
■
　
〇
一

浮 き彫 リラベル かす ぐできる……
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月

　

日

第 △
〓 場

〈
云

東 奥 義 塾 体 書 館 弘 前 南 高 体

BT l
GT 9

GT 25

第 l日

■月 1日

コー ト
時間

8.30～ 11 .00

2 3 4 5

B B 3

T18
8 BT

BT 15 BBT 17

BT 2 BT 13BT 3 BT 12

6 7 8

B
´
r 24 BT 25

BT ll

BT 5 BT 6
BT 19 BT 20

10

BT 7BT 4
BT 10

8.30～ 11.00
第 2日

a月 2日

BT 32BT 31

BT 39

BT 37

BT 42 BT

BT 38 BT 33 BT 34

|

第 3日

0 00

12.30～ 15.00

9.00～ 11.30

BD 13

BD l

BD 7 BD 8

BD 27

BD 28.30～  9.20

9.20～ 10.10

10.10～ 11.00

11.00～ 11.50

11.50～ 12.40

12.40～ 13.30

13.30～ 14.20

14.20～ 15.10

15.10～ 16.00

16.00～ 16.50

16.50～ 17.40

第 4曰

8月 4日 17.4o～ 18.30

BD 32

BD 38

BD 59

BD 65

BD 33

BD 39

BD 60

BD 66
BD 75

BD 77

BD 83

BD 84

_l_

BD 69

BD互91BD 501BD 5,

IBD 56

BD 16 BI)17

BD 23

BD 82

BD 79 BD 80

BD 45

BD 73 BD 74

BD 34 DB B D 73 D 41, 8

BD 54

BD 44BD 43Bl)26BD 28 BD 31BD 29 BD 30

BD 15BD 14BD 6BD 4 BD 5
BD 9 BD 22BD 2120DB I)B B0 I)B 1 2 I)

CD 78 CD 77 BD 81

BD 851_

BD 61 BD 68BD 62 B D 6 B3 64D [)B 76

GD 61 BD 72CD 62 C 6D G3 I) 64 DB 7

BD 40 BD 42

BD 70

BD 57

BD 3

BD 78
BD 76

BD 861

10.10～ 11.00

8.30～  9.20

9.20～ 10 10

'1 00～
11 50

11_50～ 12.40

第5日 12.40～ 13.30

13.30～ 14.20

14.20～ 15.10

15.10～ 16.00

16.00～ 16.50

16.50～ 17.40

8.301

BS 60

BS 72
BS 76 BS 77

BS 82
BS 84

BS 87

BS 55 BS 56

IBS 7
1~

|ユ旦望■

BS 22
BS 28

BS 33 BS 34

BS l BS 2

BS 61

CS 63

BS 83

CS 77

BS 74 BS 75

BS 4

CS 78

BS 24

BS 30

―

|―

BS 25

BS 31

BS 53

BS 59

BS 62

GS 62 iGS 64

BS 35

BS 57

CS 851

BS 63

BS 52

BS 58

第 6日

8月 6日

9.00～ 10 00 BD 87 BD 88 CD 89 GD 90
BS 88 BS 89 CS 89 CS 90
BD 89 BD 90 CD 92 CD 91
BS 90 BS 91 CS 92 CS 91

10.00～ 11.00

,1.00～ 12.00

12.00～ 13.00

13.0

・
，

BS 8 BS 9 BS 10 BS ll
BS 14 BS 15 BS 16 BS 17
BS 20 BS 21 BS 36 BS 37
BS 40 BS 41 BS 42 BS 43
BS 46 BS 47 BS 48
BS 64 BS 65
BS 68 BS 69

BS 49

BS 78

BS 80~|   ~
BS 85
BS 86

-18-
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試

第

BT 16
BT 14
BT 27

9

11 30～ 14 00

B

C

BD 35

BD 41

一
　

一

一
　

一

一
　

一

三

GD 85

|_

BD 55

BS 3
BS 23

BS 29

BS 6
BS 26

BS 32

BS 54

BS 5

BS 73

CS 61

閉 会 式



ヤ

ヽ
…
′

夕|「i 序

① 会場に到着したら,進行係に届け出ること。
② 定刻30分前までにオーダー提出のこと。
① 定刻におくれた場合はキケンとみなす。
④ 進行上, コート及び時間の変更があるかも知れません。

第 四 会 場

弘 前 高 校 体 青 館

⑤ セットオールの場合
インターバル 3分

⑥ 事政タイム 1人 1試合 1回
10分以内

GT 27

GT 31

GT 13

20

GT,1
T14 GT 15

19

GT 10

T GT 29

2221

CT 12

GT 26

GT 4

18

GT 5 GT 6
GT 18 GT 19

16

GT 4GT 3

GT 16 GT 17

GT 23

13

GT 7
GT 21

GT l
GT 8

14

GT 2

弘 前 中 央 体 育 館

12

BT 9

場△
〓第場

館

BT 21 BT 22
BT 8

育

11

GT 35 CT 39GT 38CT 36 GT 37
GTGTGT 41

GT 34GT 32 GT 33

GT 40
BT 35

BT 41

一
　

一

一　
　
一

一　
　
一

一

一

GD 15CD l

CD 7
GD 341

CD ll

CD 39

GD 45

GD 51

GD 69

GD 18
CD 22

CD 26
GD 54

GD 58

CD 76

CD 16

GD 20

CD 24
GD 28

GD 56

GD 60

GD 74

GD 84

GD 17

GD 21

CD 25

GD 53

GD 57

GD 75

CD 19

GD 23

GD 27
D55
D59

CD 73

CD 83

D

CD 41 GD 44CD 42 CD 43

GD 70 GD 71 GD 72

GD 30 CD 31

CD 47 GD 50CD 48 CD 49

GD 65 GD 68GD 66 GD 67

GD 3 CD 6GD 4

GD 12 CD 38GD 13 CD 14 CD 37
CD 35 GD 10GD 36 GD 8 CD 9

GD 32 GD 33

GD 86 CD 87

GD 80GD 79
CD 82GD 81

GD 2
CD 29

CD 40
GD 46

GD 52

CS 19

CS 22

CS 26

(1)S 54

CS 15

GS 25

CS 53

CS 57

|~

CS 18

CS 76

CS 20

CS 23

CS 27

CS 55 CS 56

CS 59 CS 60

CS 74 GS 75

CS 84

|―

CS 17cS 16
CS 21

GS 28

CS 24

CS 73

CS 83

CS 88

CS 58

cS 82CS 81

CS 86

CS 87

CS 10BS 39

G

CS 42

CS 34 CS 8CS 35 CS 36

CS 68S 52 CS 65 CS 66

CS 12 GS 13 CS 14 CS 37 CS 38

CS 46 CS 47 CS 48 CS 49 CS 50
CS 43 CS 44

BS 13 CS l CS 2 CS 3 CS 6CS 4 CS 5

BS 45 S il

BS 19 GS 7 CS 29 CS 33cS 30 CS 31 CS 32

S39 CS 40 CS 41

CS 51

cS 69

CS

CS 9

BS 67

BS 71

BS 51

CS 70

CS 79

CS 67

CS 71

CS 80

BS 18

BS 38

BS 12

BD 18 BD 19

BD 24

BI)46

BS 44

BS 50

BS 66

BS 70

BS 79

BS 81

B!ヽ 58

1715

GT 30
r、 T,o

BT 36

GD 5
５

一

７

一

３

一

ＢＤ ２
一
ＢＤ ４
一
ＢＤ ５
一

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一

一

一

一

CS 72
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1富

2 弘

31  チ耶

4帯

5松

業 (富 山)一 ―

業 (青 森)

業 (沖 申D

業 (1し海道)

高 (愛 媛)

6鳥

7桐

8吉

9東

10 岩

11 長

取 西

生 商

原 工

舞 鶴

谷 堂

崎 東

高 (鳥 取)

業 (群 馬)

業 (静 岡)

高 (京 都)

高 (岩 手)

高 (長 崎)

12日 大 山 形 高 (山 形)

13 高  津  高 (大 阪)

14岐 阜 工 業 (岐 阜)

15 北 川1 工 業 (広 島)

16新 潟 商 業 (新 潟)

17宇 都 富 工 業 (栃 木)

11

男 子 団 体 戦 (46チーム)

31

39

(秋 田)秋 田経大付高 24   _山

前

覇

広

山

商

実

商

農

南

3 r- (+t{ #)t W 6 2s
―

一
授

'― (卜l 山)備  南  i苛 26

1-― (東 京)聖 学 院 高 27

1241~~(和歌山)新  官  高 28
|

-―    (高 知)須  崎  高 29

(熊 本)

(愛 知)

(長 野)

(埼 玉)

(滋 :Ю

(福 島)

ヽⅡ〆

熊  本  高 ∞

名古屋電気工業 31

伊 那 」し 高 32

春 日 部 商 33

長 浜 商 工 34

会 津 工 業 35

~¬

181

|

|

21

44

10

11

6

(青 森)東 奥 義 塾 36

(山 梨)甲 府 商 業 07

(香 川)高 松 商 業 38

33 ヽ

`トヽーーー■
■   i
~ 201

|

「

― (二 重)四 日 市 工 業 39

~―
128L~(大

分)日 田 林 工 40
|

1-―
(奈 良)奈 良 商 工 41

18木

19 日

20 鹿

21 金

22  甲

23 富

更 津

和 佐

児 島

沢 エ

南

城 エ

(千 葉)

(徳 島)

(鹿児島〉

(石 川)

(兵 庫)

(官 城)

高

高

高

業

高

業

142

45

(北海道)

(神奈川)

(福 岡)

(島 根)

(富 山)

札 幌 東 高 42

横 浜 商 業 43

大 牟 田 北 高 44

松 江 商 業 45

高 岡 商 業 46

´
一

―

"―

38

14

|

:1「~~~■

¬」 |

」  |

r―――――

― ,71「 ~|¬ 12
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1真

2若

3  日

4 天

5太

岡

松

和

理

田 三 高 (茨 城)

6弘 前学院聖愛 (青 森)

7高 岡 商 業 (富 山)

8厚 木 東 高 (神奈川)

9門 司 商 業 (福 岡)

10鳥 販 西 高 (鳥 取)

11高 蔵 女 商 業 (愛 知)

12善 通 寺 一 高

13川 口 女 高

14昭 和 女 高

15札 幌 北 斗 高

16富 城 二 女 高

17宇 治 山 田 高

(香 川)

(埼 玉)

(大 分)

(」ヒ海道)

(官 城)

(三 重)

18木

19 藤

20 ノL

21  彦

22黒

23山

更 津 東 高 (千

花  高 (石

州 女 学 院 (熊

根 西 高 (滋

沢 尻 南 高 (岩

陽 女 高 (岡

葉)

川)

つ

賀)

手〉

山)

女 子 団 体 戦 (47チーム,

47

21

41

(大 阪)布 施 女 高 24

(高 知)土 佐 女 高 25

(島 根)松 江 商 業 26

(鹿児島)川 1  内  高 27

(山 梨)甲 府 湯 田 高 28

(青 森)八 戸 束 高 29

(静 岡)吉  原  高 30

(福 井)敦  賀  高 31

(兵 庫)神 戸 野 田 高 32

(群 馬)境     高 33

(沖 縄)那 覇 商 業 34

(秋 田)敬 愛 学 園 35

(新 潟)新 潟 青 陵 高 36

(東 京)二 階 堂 高 37

(岐 阜)富 田 女 高 38

(和 歌山)新  官  高  39

(山 口)下 関 南 高 40

(山 形)新 庄 南 高 41

(愛 媛)松 山 南 高 42

(長 野)長 野 西 高 43

(栃 木)字都官女商業

“

(長 崎)長 崎 東 高 45

(北海道)名  寄  高 46

(京 都)成 安 女 高 47

女 高 (栃 木)

高 (奈  lt)

一
ヽ

女 高 (福 島)一¬

佐 高 (徳 島)一」

24

0

_ヽ′

V

11

12

13

1461

22 -

15



視  全国高等学校バ ドミン トン選手権大会

安心して御使

Y.S.S印水鳥シャトルコック

● ●

“

中‐

√

▲_・
■

`直
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ヨ ネ ヤ マ
東京都文京区湯島 3丁目13番 5号

電  言舌 (832) 2431 ・ 4698

石 橋 運 具 店 篭話ち ll」:  ナカジマ運動具店 奎勿認 混l
川 島 運 動 具 店 竃話ちれ鳥  佐 藤 運 動 具 店 書話諮 F392♀
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男 子 個 人 戦 (複)(90組 )

1野 村

2坂 本
3庵 跡

4寒河江

28上 村・
29青 野・
30樋 口・
31大 竹・
32牛 島・
334ヽ  り||・

34林 ・

__  29
2

6

14ヽ|ユ
15

・ 松 野48
・ 田 中49
・ 田 口50
・ 植 51

・官 川
"・舘 田53

・佐 木々

“
●ノlヽ  野55

・川 瀬56

・浅 井 (名 電工・愛知)一
|

。新家(御坊商工・ 和歌山)_¬ 271-|
・ 川 上(鹿児島・ 鹿児島)一」   591¬
・山 並(仙台商・ 官 城)――――巧爾」 |。芦 田(松江北・ 島 根)一―――=|  |

43
(愛 媛・ 松山南)今 井・ 森 46
(滋賀・長浜商工)清 水・武 田47

79

0

71

‖73

67

8

一
　

一

一
　

一

一
　

一

二 谷

上

城

芳

浦

南

現

備

崎

山

長

岡

中

口

星

上

橋

田

野

憫

‐山

赤

三

高

吉

水

野

　

坂

谷

田

田

中

疾
凍
吉
‐熊
森
沐
旧

１

６

７

８

９

■

１

米

稲

浜

藍

鈴

宮

植

前

水

関

伊

占

石

宮

大

滝

田

田

・高 来(金沢工・石 川)
。野 村 (日和佐・徳 島)
。佐 藤(専大北上 。岩手)
。川 上(宇都官工・ 栃木)
。柳 り‖(高 津・大 阪)
・ 翼 (■ 浦 。長 崎)

照  屋

藤 永(富山商・
出 羽(甲府工・
恒 成(熊 本・

|(北川工・広 島)一
(奈良商工・ 奈良)一¬ 3。

|

(木更津・千 葉)――コ|  |
(高松商・香 川)一――粛
(那覇商 。沖 縄)一一―‐」

高 山(米沢商・山 形)一
堀 (岐阜東・岐 阜)_市 371
山 本(神戸商・兵 庫)――」

(栃 木 。石 橋)
(和歌山 。新 宮)
(東 京・聖学院)
(青森・弘前実業)

(石 川 。大聖寺)
(福 岡 。小倉商)
(岐 阜・大垣工)

・茨 木)小 柴・岡
。大 泊)平 沢・ 佐
・松江商)足 立・吉
。日和佐)向井田・ 吉

(神奈川。関東大浦)武 岡。広

(福 井・敦 賀)寺 崎・新

・高周商)
。熊 本)
。北川工)

・桐生商)

秋田。

鳥 取

秋田市立)
。鳥取西)

・正 強)
高知学芸)
。名電工)

首 里)宮
浪 岡)山

31-¬~301

751

~¬ |

601-!
|

|
116

83

46  ~

「

― ――― (

47  _
(

〔

(

17

18

48

20

野57

藤58V
野59

岡60   ,
木61

谷62

岡63

上64

内65

和66

本67

85

12新 田・高 瀬(聖学院・東 京)一
,

i3小 俗・ 藤 原(備 南・岡 山)一¬ Ull¬
14荒 木・ 久 間(大牟田北・福岡)一」   ^.|
15本 間・高 橋(新潟商。新 潟)一てi  

°
'| |

16舟 山。西 村(秋田経附・秋田)一」
~~爾
」 |

17伊 藤・斎 藤(長浜商工・滋賀)一一―コ _^|
18奥 田・十 川(松山東。愛 媛)一  '‐

|

19三 上・小 野(弘前工。青 森)_貫 331= |
2瞬口 田・山 田(大 野・福 井)一二」 ^,|」
21山 崎 。笠 井 (富 士・ 静 岡)一言i  

°
1

22平 原。関 根(春日部。埼 玉)―
=」

~n」

23宗 官・ 伊 藤(帯広三条・ 北海道)――――コ

阪

手

根

島

大

岩

島

徳

北

井
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35井 伊・矢 仲(会津工 。福 島)
36松 下 。福 沢(伊那北・長 野)
37清 田。前 平(東舞鶴・京 都)
38石 倉・ 森 (日田林工 。大分)
39大須賀・渡 辺(横浜商・ 神奈川)

―

   (山形・ 日大山形)鈴

1翌-23(新 潟・新潟商)奥l~ニー(京 都・朱 雀)小

_124(千  葉・木更津)内
156 L~(北海道・ホL幌東)出

一―

貶 吉原工)松

甲 南)島．
部

島

山

村

保

岡

安

中

中

中

久

“

４ｌ
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“
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進

・ガヽ
。江

・高
。大
°
 |ll

藤 (室蘭栄・北海道)

泉(弘 前・青 森)
森(桐生商 。群 馬)
地(鳥取西・鳥 取)
野(宇治山田。二重)

田(須 崎・高 知)

41 府商

伊■|'」ヒ)

[F

日田

宮城工)

林工)

4

6
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(香 川・高松商)

岩

市

梶

倉

月ヽ

木・同 崎79
日・ 中 ホleo
田・津 田81

日・矢 田82
羽・細 川83
山・誉 i召

“田。今 北85
下・ 斎 藤86
川・我 妻87
原・原 田88
田・北 村89
田・川 津90
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3中 島・ 林 (岡谷東・長
4辻 田・大 橋(彦根西・滋

17赤 尾・ 梶
18秩 父・エ
9鈴木

城)一丁
|

３〇

一

一

野

賀

阜

玉

61

77

長 野・長野西)酒 井・ 山
(北海道・苫小牧女)川村・山

(神奈川・関東大浦)鈴木・野

(山 梨・甲府二)加賀美 。伊
(沖 縄・那覇商)松 崎 。上
(官城・官城■女)志 田・坂
(熊 本・九州女)内 野・松
(滋 賀・ 彦 根 西)禿  ・原
(静 岡・吉 原)風 岡・棟
(岡 山・山陽女)ヽ 1骨  口・湯
(愛 媛・松山商)石 丸・字

(栃 木・真岡女)前
(新潟・新潟青陵)相

(長 崎 。長崎東)田

87

87

70

71

74
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沢・

中・

口47

本48

.し49

藤50

原51

本52

日ヨ53

日124

日ヨ55

木56

騨′57

田66

1奇67

田68

田69

_ヽ′

7柿 本・吉 桑(一 条・奈 良)
8佐 藤・小 林(西大寺・岡 山)
9大久保・小笠原(門司商・福 岡
10田岐中。橋 本 (日和佐 。徳島)
:1石  田。今 野(仙台女商・宮城)

口(伊勢崎女・群馬)

良岡(浪 岡・ 青 森)
定(松江商・島 根)
山(布施女・

本(土佐女・

原 (昭和女・

_119(奈  良・天 理)
15( ~ (二重・字治山田)~   (青  森・ 八戸東)

高 木・

山 田・
米 田。

杉 浦・

香 林・

・富岡東)小久見・増
。成安女)水 井・岡
・ 倉吉西)岡 田・福
。新庄北)高 橋・土
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田

駒

長

野

森

吉

金

山

森

生

慶

水藤(敬愛学園 。秋田)

田(横浜女商・ 神奈川)

坂(成安女・京 都)
井 (美深・ 北海道)

田(藤 花 。石 り‖)
辺(高蔵女商・愛知)

園 (川 内・ 鹿児島)
山(武庫川・ 兵 庫)
上(富士見・静 岡)
井(千葉女・ 千 葉)
雲(善通寺―・香川)

上(弘前中央 。青森)

尻(三階堂・東 京)
下 (九州女・熊 本)
好(松山南・ 愛 媛)
本(武 生・福 井)
木(若松女・福 島)
田(鳥取西・鳥 取)
藤(甲府湯

」(新潟青

藤(亀 山
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27真栄田・照 屋(那覇商・ ,中 縄)~q_
28 南 。谷 沢(高岡女・富 山)~コ  381
29西 村・ 角 (下関南・山 口)~~~~コ

24斎 藤・ 菊 地(黒沢尻南・岩手)
25清水・ 五十嵐(札幌北斗・北海道)

26太―田。沖 杉(真岡女・ 栃 木)

1_「
――~(鹿児島 。純心女)山 下・山 下70

1 ピ_|"~(和歌山・新 宮)下 村・ 岡 71
179  ~ (香川・ 善通寺一)土 井・岡 部72
1 _23(青 森・弘前聖愛)奈良岡・須 藤73
Lly=~(埼  玉。川口女)宮 本・渡 辺

“
~   (福  井・敦 賀)成 田・中 道75
―

`群
 局
‐)碁 知ヒ24,実
算

83
30福 山・ 西
31中 島・ 蔭

認森 野・ 池
33伊大知・ 沢

34′1ヽ  片 。天

35佐 山・三

型

25 (兵庫
。

・ 境 )加 藤 。橋 本76
1。 名女院(三 木・磯 村77
・ 扇 城)小笠原・ 萩 78
神戸野田)片 桐・沼 田79
・ 松江商)花 本・ 木 村80
。敬 愛)鎌 田・鎌 口81

(島 根
(秋 田

126

(北海道・旭川日大)浅香 。日 中82
(大 阪・布施女)光 島・平 山83
(岐 阜 。大垣農)田
(千葉・木更津東)斎

(岩 手・白百合)菊
(高 知・土佐女)谷
(福 島・磐城女)林
(福 岡・門司商)東
(山  口・下関南)永
(茨 城・結城二)吉
(富 山 。高岡商)深

V

11

36ア 11::

37猿

38塩

39山

40荒

41山

42古

43中

44本

45馬
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男 子 個 人 戦 (単 )(91)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

江頭 久寛 (大牟田北 。福岡)―――TI
舟山 一敏 (秋田経付・秋田)―‐型
小硲 充弘 (備 南 。岡 山)―――¬
牛島 秀雄 (富山商・富 山)一

.

矢仲 栄一 (会津工・福 島)――――
誦

細川 貢四郎(札幌東・北海道) 8--21
山口  勇 (新 官・和歌山)――――」

野村 博克 (名電工・ 愛 知)
23

照屋 朝保 (那覇商・ ,中 縄)
久保  寛 (須 崎・高 知) 31

今井 茂満 (浦 和 。西埼玉)

| |
|

190

9

76

7

78

81

82

_――――__/

1“ ._′
L___11ら  ｀
~ヽ

京 都 。東舞鶴)清田  寛 47
鳥 取・ 鳥取西)中山 康正 48
福 島・会津工)井伊 恵治 49

矢田

菅原

佐藤

笠井

奥田

宮崎

藍原

菊池

清水

岡田

45 ~~(高知 。高知学芸)L― ―「山 梨・甲府商)

「

~~~~~~

146  _
'― 116

(長 野・伊那北)
(和歌山 。新 官)
(青森 。東奥義塾)

(神奈川・関東六浦)

田中 裕三 50
斎藤 秀雄 51
倉田 次男 52
植  芳雄 53
須藤 興豊 54
武岡秀之進 55
奥野 哲次 56
上村 正吉 57

|

「

~~~|

147

17

12 大脇 信男
13 岩下 一雄
14 川上 清博
15 工藤 祐二
16 寺崎 和美
17小松 和夫
18 六津丼正一
:9 青野 良則
20 日高  優
21 間辺 安夫
2菅 原 友明
23本間 順次

(能登川・ 滋 賀)
(甲府商・山 梨)
(鹿児島・ 鹿児島)

(弘前南 。青 森)

(敦 賀・ 福 井)
(倉吉東 。鳥 取)
(高 津・ 大 阪)

(米沢商・ 山 形)
(富岡東・徳 島)
(横浜港・神奈川)

(吉原工・静 岡)
(新潟商 。新 潟)

f

0つ |
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。41
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62
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(徳 島 。日和佐)吉坂 幸泰
(秋 田・秋田工)石塚
(福 井・武 生)官下
(兵 庫・神戸商)大竹
(北海道・札 幌 東)出羽

(福岡・大牟田北)小川
(鹿児島

(埼 玉

山形東)斎藤 正喜

(三 重・伊勢工)
(沖 縄・ 那覇商)

(千 葉 。木更津)
(1ヒ 海 道・ 根室)

(青森 。東奥義塾)

(静 岡・富 士)
(愛 媛・ 松山東)
(長 崎 。長崎東)
。相生商)

・岩谷堂)
。倉敷工)
。天 理)

・金沢工)

城・宮城工)

阜・岐阜東)

阪・高 津)
。日田林工)

木・石 橋)

山・ 高山商)

根・松江商)

本・熊 本)
京・聖学院)

賀・大 津)

川・ 香 川)
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光伸 (東奥義塾 。青森)

和一 (高松商・ 香 川)
昭夫 (朱 雀・ 京 都)
昇 (宇都官工・ 栃木)

宗行 (伊勢工 。三 重)

剛 (長崎東・長 崎)

啓介

i青

真一

定雄

英夫

陽一

健二

芳郎

利一

和典

健二

雄吉 78
順- 79
英吉 80

我妻 一郎 81

樋口 光雄 82
柳川 芳男 83
森  裁美 84
田中 勇三 85
関村 順治 86
足立 茂俊 87
伊藤基一郎 88
宮川 秀樹 89
藤上 良吉 90
西崎としひろ91

博 (― 条・奈 良)一_
真史 (熊 本・熊 本)一三|~~再
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いつも安心 して使用出来るネツトです

是非御愛用下さい

埼 玉 県 幸 手 町

ミ セ キ ネ ッ ト製 作 所

TEL 048042(幸 手)379

ロ

ロ

ヽ由′

カタ ログ御 申越次第御送 りします

_32_



選 手 名 簿 (男 子 )

V

ヽ_/

~¬
霜罪
~~~~~~~爾

覇
「

�ヽ 1府県1 学  校  名 |チ及び
1名 |      __L=2生 ェ

コ ー 1   1
マネ 1人員 |

―名 | |
選 手 名 (氏名の算用数字は学年,学年に○印は個人戦)

和吉
¨

西葛行
明
雅
徳野
藤
多
遠
波

③
２
　
３

郎
行
　
一

四
保

光

貢川
間
　
藤

細
出
　
進

③
３
　
３

平
雄
　
広

良
隆
　
真

木

須和継:

2

2
|

山田 好明 2帯 広 農 業

札  幌  東

北
五
嘩
週

（
北
）

北
海
道
（南
）

赤川 賢二
中山 和裕
酒井日出男

多[1]
中村

室

条

業

三

商

室 蘭 栄 高

治
美
云
士々
ロ

夫

一

哲

裕

寛
二
志
勲

礼
正

沢
　
倉
谷

平
菱
浅
島

中村
尾関

菅原

宗官

庄内

根

帯 広
旭 川

優司 3

譲 3

利男 3

光③
人 2

和典③ 中井 康雄 3 渡辺 幸-3
正泰 3 佐藤 正吉 3
司 3

和男 3

中村 善-3

岩

4

|

谷

秋

　

田

岩

　

手

済
高

経
属付

田
学
秋
大

工
戴「「
田

田

秋

秋

石塚

宮田

夫
勝

一
助

三

芳
正
善

代

龍

〓

井
辺
村

島

越

沢
川
中

大

官

鶴見幸之助

山平 松夫
小田島祐一

③
３
歓

一
一
義

Ｈ
¨
ロ

西
木

③
３
二孝
修

郎
郎
一
太勇

部
田
岡
倉

菊池
渡辺

佐藤

佐藤

修 3

定雄 3 鈴木 孝-3

菊地 修一③
坂井 明雄 3
平沢 石郎 3
熊谷豊太郎 3

大  追  高
専修大学北上

丹野 安雄 2

米

山

青
〓
斉

清③ r千葉
哲夫 2与

6

l杉

日 大 山 形
山

　

形 沢 商

幸慈 3 我妻 一郎③ Fl間 幹夫 2
官

　

城
寒河江一利 3 山並 正人 3

岡崎し'孝③ 伊藤
大江 礼謹2 加藤

高山 利通 3

博 3
康男 2

川
ｍ
市
山

〓

二

助

宰

喜
健
義

久

梗
木
村

戸

村

桔
鈴
中

完

木

野 良則 3

藤 正喜 3

官 城 工 業

佐 木々

男
純
昇
　
昇

貞
老
　
　
・

|

|

会 津 工 業

若■松 商 業

斉藤 重幸

中島 俊文

井伊 恵治③ 矢仲 栄一③
矢中●正隆 2 根本 俊雄 2

鈴鹿 常伺 3
7

2島

庄司
実
俊介

千葉

|

8

茨

1栃 |

1木 |

1堀田 範伸 17
1絹川  寧 |

1山崎 俊明 |

|lη本  彪 12

森田
松岡

田中

松本 幸雄 3

田中 正規 1石 1橋  高

宇 都 宮 工 業

勇三 3

③
２
久

一

喜
誠

昭
清

昇③ 川上
繁 3 広瀬

中島 一 伸③ 江森  隆③ 藍原 敏雄③ 石井 真一③
山口富士夫2 青木正志呂2 原  輝幸 2

野本 忠男2 平原  進③ 関根 保夫③ 鈴木 雅生 3
加藤 和夫 3 浅吉不二男2 高畑 敏樹 2

内田  茂③ 矢田 正夫③ 安田 好男② 在原 和夫②
渡辺 一男2

10

渡辺11利 -3

西

武

ｆ
”

群

　

馬

埼

　
　
玉

夫
宏
司
夫

育
　
健
和

巻
川
山
木

西
大
田
鈴

今井 茂満 2 野中7泰生 3=岩本 繁雄 3

桐 生 商 業

前 橋 商 業

春11日 部 高

- 33 -

|

仙 台 商 業

|

菊池 義郎 3 坂内 女子 3
|

|

11

1唐沢 清一 171
1松田 雄一 |  |
1高山  澄 |  |

1小暮 佳男 131

1手 1木 更 津 商
| : |
121   1

1素 |

|

|

|



及
ジ

No. 学  校  名 チ
コ
　
マ
　
一

，び

ヤ

人員 選 手 名 (氏名の算用数字は学年,学年にOFβは個戦戦)
一
・７

ヽ
…
′

V

|

|

|
| |

星

只

tl〔 学 7 赤 |11 |'1_, 英夫③ リ | 秀 光 3夫3

局 ,t,｀ 田,長りと 1■ 大和 盛久

神

奈

川

納
林

見

加
小

二

1大須賀久男③

l井上  茂 2
武岡孝之進 3

1間辺 安夫 2

輝
志

一

義
正

俊

藤
野

木

江
佐

広

明

敏

正彦

渡辺  博③ 渡辺勝三郎 3
笠原 政雄 1

■:男

ｈ̈

立
業
市
商

浜
浜

横
横

浦

湊

ユハ
　
エ立

院

，
学
「

東

瀕

関

横

|   |

1山 |

151   1

1梨
|

甲

　

　

甲

府

　

　

府

|

|

|

|

|

|

|

博
三

一　
六

恵

　

重

村
崎
原
　
沢

田
岡
榊
　
中

|

一雄③

春雄 3

秋男 3

秀雄③

直樹 1

泰仁 3IL]1

商 業

工  業 小 川

原田

fil官

実 3 橘田 辰也 3
三美 :

岩下

`畠

|'司

16

光
尻
岡
　
破
上
島

善
江
谷
　
不
川
田

田
木

下

崎

和
黒

宮

寺

修③ 山田 信行③ 小池清一郎 3
和夫 3 山越 基市 2 鈴木 博行 2

金沢市立工業

|
|

松 島

東石

新

　

潟

新 潟 商 業

宮 山 商 業

杉山  諭 3

大 聖 寺 高

松本 一夫

富

　

　

山

高 岡 商 業 弘
〓
男

裕

一
正

兼
輝

　

洋

一

牛島

高

　

高

高

野

　

生

賀

大
　

武

敦

始
力
夫

　
一

正
　
晴山

田
田
原
　
西

新
沢
河
　
村

高来

次③ 高橋  宣③
二2 長井 昭夫 2

関村 順治③ 小坂 信夫 2
萩野 晴夫2 牧野 光男 2

秀雄③ 藤永慎一郎③
保 2 米国  実 2

奥田 良秋② 中村
曇  章-2

順

光

問

牛

＝綱　士叫

争
夫
広
武
則

部
田
井

阿
小
酒

竜
治

厳

晃
正

高橋 明夫3 佐 木々正良 3

米納 隆雄③ 今泉 I勉 3
二上 敏博 1

川瀬  昇 3 水落 清志 3
畑  栄進 2

上
田
村
広

関 正行 3

和美 3 新谷 直俊 3

茂樹③ 音  英吉③ 榊原 吉雄 3 本  達明 3
秀夫2 流  裕-2 官丸 準-2

|   |

1長 |

20 1    1

1野
|

伊

　

　

長
|

|   :
171

111

池上

那  北

野 商 業 金井 周二

百瀬 」し村

丸山

則雄③

豊 2

松下

l'も米

正男③ 福沢 昭́司③
忠行 2

司
三
健
芳

倉|!|

官原

彦坂 芳郎 3

次男③

譲 3

松山 博雄③ 菅沼 友明③ _望』 _三二3 小沢 富夫 3
板倉 ■幸3 藁科 勝義3.¬1雨姜 芳莉12

笠井 好美2 山崎 幸男3

野村 博克③ 浅井 知正③ 水谷 峰夫③ 田中 伸治③
大村 真司2 櫛田 信夫2 早崎 国-2

県立 吉原工業静

　

岡
富  士  高

愛

知

中野 正紀 |

岸  寿道 |

勝野  宏
|

中国  稔
漆畑 達哉
減井 良伸

中島 鎮也

雄
修
雄

博

毅

重
　
武

中田

荒井

樋ロ

水野

陽-3
和夫 3

光男 3

陽-3

高橋 英俊 3

服部 孝男 3

堀  真満 2
川瀬 勝幸 3

村

辺

野

渡

田島 博幸 3 永野 三郎
笠井 照明 3

田
山
田

安
杉
原

〓
一
　

重
|

工
3

ロ

大野三千 3

四 日 安 田 3

貞夫

正

水谷

西田

修
治士ｏ

脇田 英典 2
北岡 宗行 3業

高

工

田

伊 勢

滋

　

　

賀

大橋 英=
岡村 恒夫
国領 迪則

田 敏夫②
広 3

3

25

浜 商 エ 藤
川
斉
西

大  津  .高
能 登 りll高

藤上 良信 3
大脇 信男 3

佳三郎 3

- 34 -

大島 一郎
関  一誠
斉藤幸―郎

l   f           ~
| 1岐 阜 工 業

1阜 1岐  阜  東
| 1大 垣 工 業

|



_ヽ′

選 手 名 (氏名の算用数字は学年,学年に○印は個人戦)チ及びマネ
~ン
ヤ

員学  校  名NQ 県

府 立 東 舞 鶴

奈 lt商 工 業

i革

木

府 立 朱 雀

高

　

　

高

高

　

　

状

大

　

阪

奈

　

　

良

植田  寛 2

千秋 3

前平外志郎③ 発部
村岡  裕 3 角谷

小田  剛 3 1津 田

Ｃ
２
男
寛
芳優

男
治

幹

光

間

谷
山
谷

座

池
奥
静

安

由治
安正
留次

良行

昭雄

章

岩井
野村
桐山

松尾

大川

谷口

奈良市立 一条

天  理  高
奈 良 正 強

良雄 3 桜井 伸介 3
正司 3

清田  寛③
大崎 雅洋 3

加藤 昭夫 3

垣
本
谷
　
本

西
山
角
　
山

求
忠
司
　
博

明
正

本多 勝重③ 柳川
西堀 宗雄 2 野村

六津丼正一② 平田I輝章 2i
大場 啓史 2 Ll… [‐ _

:,■―r・・

「

・コいこ小柴 憲次 3 岡野 啓介 2

河村

原田

宮崎

岡田

滝野

憲一③

和男 2

博 2

順-3
公-2

南岡

近藤

幹夫②

品紀 1

岡本

山「
1

広次2 勝井  正 2
昇 |

|

和 歌 山 新 官

和歌山御坊商工
|

伊藤

出ロ

嘉邦

茂樹

口
沢

本

山
野

阪

勇③
i青隆 3

正次 3

植
中西

新家

Ｃ
３

３

宇井 太田  実 3恒雄
豊4均 内

|

橋

　

持

高
法

吉

喜一 171島
賢敏 |  1伊
節夫 121大

田 真一②
与木正晴 2

竹 節夫 3

今北 基達②
榎田 省悟 1

山本 博明 3

寺内 誠治 2
阿部 信行 130

メt

|●

井上 史郎 2兵 庫 甲 南

神 戸 商 業

岡

　

山

福一
‐―訣5
正明

滋

木
本
三
森

工野市立 備南

倉 敷 工 業

7

清水 雄吉 3

一男④ 万代 芳郎 4
,■ 3

藤原 道支④
田中 健二④

■

悛
山下

佐藤

小1容 充弘①
氏家  徹 4

山 康正③ 大平 雅夫③ 宮本 義夫③ 高地 哲雄③
沢 聖-3

健二③ 吉岡 順孝 3 安達 陽-3
春美 3

武 3

足立 茂俊③ 吉野
湯町 敏治 3 安達

小林  茂
中尾 則房

33

5西薫 中
網

,〔

2

士
ロ

烏

　

倉

鳥

　

取

島

　

根 矢野 義典 3 芦田西村 良昭松  江  北

松 江 商 業

山本 英司
岸本 容子

山本 拓男

1広 |

34 1    1

1島 |

古川 定雄③ 浜野 員司③ 岸房 政博③ 後藤 光明③
森本 吉秀 2

広島北川工業 5山田 陽造

|

|

業 1地下 義文 171西辻 和一③ 浜谷 清行③

l竺野 修聖 |  1川 津  晃② 前田 和茂 2

高 1泉川 嘉輝 || 1西崎としひろ 3

1山 1山
351   1

1口 |

光永 教之 111秋本
| |
|  |

消 3

香

日  高

高 松 商

香  川

博 3曖小田 忠庸②
重喜 1

六車

松田

告
ロ

|

|

|

|

3

|

花本 広志 3日 和 佐 高徳

　

島
富 岡 東 高

松  山  南愛

　

　

媛
松  山  東

西山

緒方

清3 水見 寛幸 3
隆利 2

永

田

福

福

文

二

博

公

今井

官岡

野村

吉団

松井  忠
友近 靖男

石丸 良男

吉坂 幸泰③
向井田誠一②

勝利③

一夫 2

奥田 啓介3 +川 昭二

森

松友

健二③

住夫 2

- 35 -

|

291智
|■人

1山

小松 和夫 3



No
選 手 名 (氏名の算用数字は学年,学年に○印は個人戦)

ヤ

チ学  校  名 び マ ネ 人員

1高 1須

1知 1高 知

中坂 雄一

松村 賢二

5

2

崎   高

学 芸

前田 信男③ 山本

前田  俊 2

③
３
　
３

寛
久
　
一二田中 裕

久保
筒井

恭 3 吉水
=昇
二 3

1平木 武美15¬

1神野 国男 121

豪票 全≡9 
小川 素充③ 荒木 秀信③ 久間li敏美③

吉田 博美 3 小野 有信 3

福

愴  商  業

大 牟 田 北 高

1長 1長
411 1

1崎 1瑣 田中 貞夫3 巽  輝幸 3 城谷  久 3 松野  勲 3浦 (定 )

6

4

崎    東 黒瀬  剛③ 宮崎 博幸③

奥村 隆之

龍野 英雄 3 吉田
馬場 正典 2 ,梅 野

良嗣 3
隆 2

克弘
幹夫
信一

泉
一ノ間
末永

大
　
分

倉 昭雄③ 梶原 啓介③ 堀 喜久雄 3 原田 直秀③
裁美②

日 |II 林 5童 石
大

林

稲津

熊

本

一
一
紀

賢
孝
支

藤
本
上

工
松
村

真史③ 恒成 寿一③ 藤山 克己3 伊藤基一郎②
悟② 松本 孝-2 紫垣 泰雄 2

熊  本  高

庵跡 四郎③
松本 一郎 2

斉藤 義久 3

若占 正籍9 楔差 慧罰♀ 官脇 1重信2

井上 博志 3

44

|1召別府
略本

lit 児II 島 7

児

島 内 大野 2

1佐 |

451   1

1賀 |

′
(「

1沖 |

1縄
|

仲村 寛市
井上  赳
仲村 寛市

47
7

:II 2li 官城 藤雄 3 津波古充紀 2

那 覇 商 業

弘 前 実 業

東 奥 義 塾

南

高

高

業Ｅ

ユ則
一則
［回一　
　
．
前

弘

弘

浪

弘

三上

外崎

佐藤

岸元

工藤

安部

山内

=上

滋樹③

勉 3

光伸③

勝雄 2

祐二 3

博 3

健逸 3

隆康 3

市
Ｌ
対

真三 3

小泉 哲夫 3
長谷川雅範 3

小野 伸悦 3

正岡 洋=2
川 和司
田  澳
馬 光久

舘日

田沢

佐藤

阿保

重郎③

徳行 3

和夫③

幹男 2

立石  進 3 工藤
斉藤 君夫 3

須藤 興豊③
石日 長-2

斉川

高橋

佐藤

木村

俊明

菊弥

弘次

常則

三

勉

進
信内
馬
山
崎

対
小
外

_ヽ′

V

- 36 -

|

|

|

轟磐 逓三9 醤曇富羅姿9 椰信 譲請: 真玉橋昭広3



ヽ_′

一　
北
海
道

（北
）

武
債
鮮
に
蜘

真
橋
石

辺

南
高
明

渡

谷

選 手 名 (氏名の算用数字は学年,学年に○印は個人戦)

雅雷昌籍季9 麿蜃
美書季9 某目喜喬季♀ 

山川 陽子3
1ヽ10

名

貝

7や
す

県 チ1.交 名
ヤ

酒井みどり3

田中美和子 3
北 海 道 美 l夕震

旭川日大高女子部

神田みな子 3

浅香 淑子 3

びマネ

北
海
道

（南
）

清水 敏子③ 五十嵐美子③ 斎藤まり子 3
谷浦久美子 2 高田すみゑ2 鹿内 博子 2

札 幌 北 斗 7

2

大内 里美 3

山田 陽子 2
川村三和子 3 山本 厚子 3

札 幌 静 修

苫 小 牧 女 子

脇坂 安隆 171
加藤 千富 |  |
村越美保子 |  |

秩父 礼子③ 工藤よう子③ 鎌田恵美子③ 鎌田 光子③
菊地 信子 2 柴田 浜子 2 谷藤のり子 2

秋

　

田

敬 愛 学 園

1岩 |

1手 |

男
二

男

雄

昭
仙

公

克

|

|

佐藤 貞子 2岳間沢恵子③ 斎藤 和子③
斎藤 幸枝 2 菅原 文子 2

静子③
秋子 2

加藤

黒 沢 尻 南 菊地
亀目1

斎藤せつ子 2

菊地 篤子 8 谷藤 裕子 3
岩 手 千 厩

盛岡自百合学園

遠藤 幹子③ 小山登茂子③ 伊藤シゲ子③ 沼沢 和子 3
三上 悦子 3 佐藤伊津子 3 尾上由美子 2

高橋さよ子 3 土田キヨミ3

庄
　
　
　
庄

|

|

|

」ヒ

7南
山

形 2新 五十嵐隆二

悦正

佐々門京子 3 高野 和江 3 志田美恵子②
高橋 淑子 3 千葉美恵子 3 狩野 幸子 3

石田 彰子 3 今野さく子 3

加藤 武夫
高橋 正雄
小川 昌子

箸屋 栄一
|

|

坂本真理子②
官城第二女高

仙台女子商業

官

城 2

フミ③
若 松 女 子 裏蚕些腱季9 章杏香民単9 嵯暴

あ
醸季9 
佐藤7五郎

律良
づ子し7

2
|

1高

島

茨

　

　

　

城 小野崎美恵子 3

磐 城 女 子

中
像
野

林

山
宗
佐
　
小

沼田 道子 3 小林 和代 3
根本 文子 2
斎藤 正子 3

一
一
　

一
一
二

二

第

　

第

第

第

田
　

城

岡

立

太

　

結

石

日

機野いと子 3
掛札美佐子 3

舘野三津江 3

美留町美子 3

月ヽ |1美江子 3

佐藤 淑江
高橋 京子
横須賀 登
赤塚  裕
赤津 園江

林 美佐子 3 佐藤美恵子 3

菊池美佐子 3
竹内美代子 3

吉村美江子 3

栃

　

　

　

本

太田 節子③ 吉田 啓子③ )中 杉久子③ 前沢 久子③
田仲美津江 2 印波 和子 2 枝 加代子 2

阿久津幸子 3 安達登志子 3 長嶋登美子 3 野尻 厚子 2
窪井とき子 2 菊地 カネ 2
黒須 麗子 3

真 岡 女 子 高

字都官女子商業

石  橋  高

男
子
捻
昭

吉田 仁子

櫛毛― ミキ
大畑 耕兵

1群 |

1馬 |

|

|

|

威
郎
子
　
況

拓
和

井
村
藤
　
橋

新
木
斎
　
高

天田かはる③ 新井 良江 3 加藤 洋子③ 橋本 和子③
栗原みどり2 小林田美子 2 岡本百合子 2

石原 澄枝 3 野口 初江 3
10

伊勢崎市立女子

1笥境

2

1計 就 秋 17
1永瀬 重治 |

1金森 恭子 |

鈴木 豊子③ 宮本とよ子③ 渡辺 節子③ 本間けい子③
松田 晴子 3 森力l 和子 3 山本由紀子 2

埼

玉

市立川 口女子

- 37 -

選 手 名 簿 C■子)

之

一
子

之

春

皓
政
啓

悛

千

山
橋
藤

山

川

奥
高
加

横
・
十

7

|



No. り黒 選 手 名 (氏名の算用数字は学年,学年に○印は個人戦)
|   |

|千 1

:21   1

1葉 |

満
亨
子
子
　
夫

正
房
　
洋

斎藤のり子③ 山口 絹枝③ 鈴木 幸子 3 島森 京子 2
大野とも子2 鹿島 初江2 大戸 敦子 2

,( 11 :|_11〔  |l li

千 葉 女 子

7

2

学  校  名

伊大知雅江 3 沢井 和枝 3

人員チ及びマネ
ージャー名

神

　

奈

　

川

努
子
江

男

子

計

孝
鈴

和

好

主

辺
田
田

岡

沢

野

渡
内
飯

武

大

興

13

山本 雅代 3

雨宮  豊 3 池尻千恵子③ 杉浦 真弓③
水野小夜子② 小倉 典子 2

関東学院六浦

横浜女 子商業

湘    南

鈴木 雅子 3
鈴木 悦子 3
平田恵美子 3

野上 嗣子 2
谷内田秀子 3

山はるみ③
沢 好子 3

岡村 英男
菅沼いく代

龍井 昇治

東

示

二  階  堂

桐 朋 女 子

厚  木  東

古屋 清子③ 内藤 真雪③ 伊藤まさ子 3
松本 久子2 長谷川貴子2 金村三枝子 2

日野,原光:12

安川ひろ子 2深

'Rむ

つ子C' 福島美佐枝② 吉倉 恵子 2
紺谷 光代 2 本田 順子

' 
中谷 節子 1

子③部
田
中

阿
本
竹

木井

甲 府 湯 田山

　

　

梨

佳
務
子
　
司

一　

礼

新

　

潟

菅
口
　
　
　
山

新 潟 中 央

高 岡 商 業

甲 府 第 二

新 潟 青 陵 高 美
・
■
心 悦

美栄
下
川
日
堀

高坂

泰子 2

薫 2

寺崎 節子 3
南 みち子 3 谷沢三輸子 2

子③ 相沢マチ子② 金子美和子②
子 1 大竹由里子 1

加賀美美恵子 3 伊藤みゆき 3

上    市
高 「.1月 女 子

弘
史
千

雄

弘

孝
美

輝

吉

恵

光
原
沢

田

ロ

善
塚
荻

西

山

|

匡
子
美

男

勇

昌
裕

竹

武

方
野
田

田

井

北
堀
吉

柄

中

18

川

7石

一日

藤  花  高 作
口
橋
山

水産

高

子
枝
明
美萱
一

粧
幡
沢金

津

南
桶作

竹中 悦子 2
香林他代美 3 森 他津子 3

美
芳
他田
辺
坂
渡

③
２
枝
Ｆ
幸
鈴

1福 1敦

191   1

1井 1顧

夫
征
章

巌

一
紀

成田 久子③ 中道 悦子③ 福田 広美③ 安川千恵子 3
前田 恵子 3

5賀  高 松本
易(
木津

関 山田 久代 3 官本 利美 3
田中千恵子 3

高

高

生

山

長
　
　
野

|

|

|

|

|

喜
子

彦

明

圭
美

紀

正

久
田
沢

中

井

和
柄

田

酒
|

山口智恵子③ 酒井キヨ子③ f半野 :
上村 弓子 3 原田とし子2 小林

松村久美子 3

典子 2

7

20

ゑ
子
さ
篤

丘

東

ケ生

せ

弥

谷

那 ●li:

中島

長 野   西

伊

岡

美春 3

康子 2 林
|

杉浦正二郎
雨宮  忠
植田 明子

本多 常民

|

|

|

|

|

|

|

|

風岡 敏子③ 勝亦 ネL子 3
山元とし江 2 湯沢 澄子 2

21

富 士 見 高

商争

|』
2

士
口 原

森野 秀子 3 池上 和子 3

俊子③ 棟田 初美 3
さ子 2ひ

内
村
本
中

| |

各務 通則
沢井 鈴一
田畑久美子

水田 尭澄

| 田口美代子③ 渡辺てる子③ 柴田
中川 淑子 2 山田 陽子 2 金子

高倉女子商業 増田 初子 2
22

名古屋 女学院

7

2

愛

知
三木チエミ3 磯村 晴美 3

美
弓
明
真

V

V

- 38 -

71高橋 純子 3 藤野 由里 3 大久保和子 2 長田 敏子 2
1津留崎とし子 2 近藤あづ子 2 大塚敏江 2

井上 修吾 171
遠藤 真男 | |
保坂みどり |  |

内藤 鉄男 121



V

選 手 名 (氏名の算用数字は学年,学年に○印は個人戦)人員No. 県 学 名

名

チ びマネ
~ン
ヤ
~

高 田 女 子 高
23

24

大橋美知 F2禿 登美恵 3
黒田 敏子 2

7野村岐

阜

■

7
ilり

|

|イヽ

2

字

　

長

四

亀

辻 田子
子

彦 根 西 高滋

　

　

賀
木内 玉美 2 竹内 好野 3大  津  高

松 |

虫

谷

賀

近藤かよ子 3

高橋 孝子 2

松尾小夜子 2

3
垣 3辺 3

子
子
京
純

よし子 3
又 洋子 1

博
雅子

花房ふさ子
榎本 彦次
長内 静子

同林 恒夫

高

高

高

市

島

　

山

原田
上山加

西田 正弘
野村 高義
大世古吉弘

伊藤 郁雄
長谷川 衛

治 山 田

幸子 2
久子 1

太田 則子③
安藤くみ子 2

山田 吟子③
岡 枝代美 1

前野 さえ 3
市川1 信子 3

馬路 啓子 3

石原やす子③ 藤井
井川種寿子 1 藪野

生駒 とわ③
田中美和子 1

東条 信由
城本 棟正
村田 悦子

横山 昭永

若林 ネL子 3 相坂千津子② 永井むつ子②
湯浅智恵子 2 谷口きみ枝 1

成 安 女 子

2府  立  桂

山下三枝子③
岡崎 繁子②

岡重真知子 3 鎌田  薫 2

大
　
阪

篠山 和江② 光島登志江② 平山 泰子①
井川1 昭代 1

藤
本
佐
宮

田

田
池
松

■
Ｌ

栄子②
とみ子 1

子③ 岡  栄子② 木戸地敏子 2 植木美代子 2
子 2

澄 3

郁 3 生駒 悦子 3

ム
ス

朋
むつ
Ｃ
２
子
み

天  理  高

奈良市立一 条

み
代
と
春
ひ田
辺
森
渡

大川
吉川
谷日

高

　

陽

高

向

官

　
山

久

歌

新

　

和

耐

紀
紀佐

村
野

治

井

下
坂

字

中

② 吉本 英子 2 矢追真佐子 2
1

木
島
高
高

松 尾

雄
治
寛
　
行

昭
寿

　

良

正
　

郎

博
一陽山

藤

林
一　
上

佐

柿本 房子 2 吉桑 啓子 2

田原 幸子 2片桐 澄江③ 沼田真理子② 墓越 淳子 2
杉谷みどり2 山本 知子2 大河内か代 2

神 戸 野 田

岡本三枝子 2

山下恵津子 3
加藤 令子 2

2

寺大

兵

　

　

庫
中島 孝子 3 蔭山 純子 3

岡

　

山

販
　
　
吉

西

　

　

西

鳥

　

取

鳥

　

倉

広

　

島

廉
子
　
夫

容

武

武 庫 川 学 院

山 陽 女 子
子
祥
定田

正
岩
児

③
２
江
栄
博
菊

木
尾
湯
西

③
２
子
子
恵
理真

口
尾
浦
笠

同 本

内
本
山
岸

村上 博一
藩  英弘
元川 文子

高瀬富美江

松 江 商 業 房
茂

ロ
ヌ尾
林
中
小

毛利
前田
山上

清志
俊一
周之

文男 佐藤 民子 3 小林 宗子 3

徳田 操子 3 佐藤 桂子 3 綿谷 洋子 2

岡田 光恵 3 福田 幸子 3

田中ふみ子③ 友定美代子③ 花本 富子③ 木村
勝部 晴江3 三島 映子 3

‐―‐
】
　

　

ロ

角貴 恵子③ 西村 和美③ 永田
風間佐知子 2 土生 由子 2 松田

7下  関  南 中西 禎二 信江③ 福好 雅子③
文子 2

-39-

|

|

和
　
歌
　
山

|

|

|

|

|

|

|
|

|

|

|



No.

36

学  校  名 チ びマネ 人員 選 手 名 (氏名の算用数字は学年,学年に○印は個人戦)

171土 井

| 1天
雲

ン

香

|

善 通 寺 第 一 1租 山 正:雇

1責繁 懇季
治子③ 岡部フサ子③ 小片千恵子② 竹森 経子 2
八重子② 小山ひとみ2 山下 清美 2川

1徳 |

1島
|

日 和 佐 高 lI本
11木

|

|

|   |
161

121

由岐中恵子 3 橋本
桝田 陽子 2 田中

幸子 3 野田
やよい 2

拓子 2 片  明子 2
37

富 岡 東 高 工藤賀知子 小久見加代2 増田喜久子 2

1愛 1松 山 南
|

381  1 
今  治  北 |

1媛 1松 山 商 業 |

松井  忠 151
友近 靖男 |  |
松崎 雅昭 || |
池内 長良 121

沢田 許子 3
語馨 懐撃9 =好

 純子③ 加藤 典子 3

日野 君恵 3
石丸 秀子 3 字野スガ子 3

39陶 土 佐 女 子 勝賀瀬健三 171
墜 ダ ||

近藤 昌子③ 山本五十鈴③ 谷脇 りえ② 弘田 悦子②
山岡 節子 2 三宮 久男2 野村 節子 1

40
1冨

1司

門 司 商 業

長 1奇 ,:

活  水  高
長崎市立長崎商業

高祖 正員
藤原 才一
近藤 英子

帯屋 知之
福丸 卓弥
平尾千代美

西本 雅慈
稲田  勝

東  敏子③ 岡本 庸子③ 小笠原悦子③ 大久保加代③
岡村智津子 2 三村美午枝 2 沖本貴美代 2

田中美恵子③ 中村富美子3 山下千代子③ 石丸 昭子 3
小森 春美3 城  春子 3

柿本 彰子 2 山崎はるみ 3
桑原 節子 3

7

6

2

1

|

41

長

1奇

昭 和 女 子 高

扇  城  高

九州女学院高

吉田 信之

田丸 俊也

蒲池ノ」`夜子③ 赤尾 幸子③ 田島スマ子② 梶原 住江②
小笠原伸子 3 萩 フサ子 2

内野美保子③ 松田つな子③ 竹下 隆子③ 猿渡 倫子③
西  成子 3 後藤 和子 3

4

2

6

42

43

大

分

| |

今村 敏男
小坂千鶴子
後藤 和子

県 立 川 内 高

鹿児島純心女子

鹿 児 島 高

福山大喜子③ 西園千恵子② 吉満 恵子 3 萩尾 和子 3
奥田 順子 1 江口みよ子 3
山下 米子 3 山下 千恵 3
小正 幸子 3

6

|

大野 義一
夏越 一郎
高橋 要二

|

2

1

44

45

鹿

児

島 月 If,

佐

賀

46

|

官

1奇

|

照屋 初子②1沖 1郡 覇 商

1縄 1那  覇

業
1算里1題 171

高 1仲村 寛市 111

松崎 多恵③ 上原 恵子③ 真栄田房子@
官城 安子2 大城 一枝2 阿波津節子 3
志村 道子 2

聖  愛  高

八  戸  東

黒  石  高
浪  岡  高
弘 前 中 央

柴田 貞子 2

鈴木ワカ子 3
48

森

替暴
岡
種季9 編濱 |[季9 渠挨美黒季 :

米田 康子③ 慶長 幸子③ 畑中 裕恵 3
高橋 和子 2 佐 木々英子2 本村 幸子 2

間瀬  穎
美濃又福治
宮本 社子
大野 敏男
沢向  鷲
小笠原売子

今井 文哉
佐藤 弘次
西谷 英樹

7

7

1

2

2

須藤ヒサ子 3

工藤とし子 2

佐山 和子 3
奈良岡千知子 2

三上 牧子 3

ヽ_′

_ヽ′

―

“

―

熊

本

|
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会場見取図
第一会場 (東奥義塾高校)
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記者席

役
員
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２
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民
Ｊ コート

１
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′
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用
具
室

第二会場 (弘前南高校 )

」入口
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フ コート 12 コート

０
０ コート 11 コート

７
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記者席

〆
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入
口

教
員
室

42

裏

門
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教
員
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第二会場 (弘前中央高校 )
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栄 光 の あ と (団体戦の部)

北  越  商  高

ヽ1′′

回  数 開 催 地年
=

種 別 位 2 lt 3 位

第 1回 1950
,, 42
ji

横 i兵 市
30 札  幌  東  高 津   幡   高

関 東 学 院 高 緑  ケ  丘  高 金 沢 泉 ケ 丘 高

新 潟 中 央 高

i351 オL

」F

女

聖 学  院  高

オL 幌  南  高 安   積   高

金 :沢 泉 ケ 丘 高関 東 学 院 高

札 幌 星 園 高

| |

金 沢 泉 ケ 丘 高 1北  海  高1金
第 3回 1952

16
|

子
|

63

女

高
|

男 子

†L 幌  南  高 幌  東  高

沢 二 水

|

子
|

高 1関 関 東 学 院 六 浦 高第 4回 1953

高 1若

男 65

66

北   海 東 学 院 高
山 形 市

女 子 11  石 松 女 子 高尚 絢 女 学 院 高

第 5回 1954
69

金 ,尺 市
男 子

女 子 71

聖  学  院  高

板   出 市
同 善 通 寺 一 高若 松 女 子 高

金 沢 二 水 高 松  江  商  高

|

|

第 6回 1955 神 戸 市
38男 子 聖  学  院  高

女 子 山 陽 女 子 高 尚 桐 女 学 院 高

山 形 市 立 商 高金 沢 二 水 高

善 通 寺 一 高

`    |

119¬

り;

女

石   高 黒   石   高仙 台 市
善 通 寺 一 高 尚 綱 女 学 院 高山 陽 女 子 高

松 江  商 高

|    |

119571

第 8回 松 江 市
男 7・

女 子

江  商 高 聖 学  院  高
善 通 寺 一 高

山 形 市 立 商 高 1松

前 橋 市 立 女 高敬 愛 学 園 高

第 9回 1958 新 潟 市
40

40

男 子 山 形 南 高 津   幡   高 新   潟   高
女 イ 山 陽  女  高 尚 桐 女 学 院 高善 通 寺 一 高

第 10回 1959 会津若松市
41

・

1‐男 茨   木   高

板   出   高

帯 広 三 条 高

女 子

山 形 市 立 商 高

占 通 寺 一 高 敬 愛 学 園 高

山 形 市 立 商 高 横 浜 緑 ケ 丘 高
1960 久 留 米 市

43男 子

女 子 普 通 寺 一 高43

神 戸  商 高

学 高 女 子

42 l#第12回 196i 弘 前 市
男 子 潟  商  高 松  江  商 高

新  圧  南  高

横 浜 緑 ケ 丘 高

女 子 敬 愛 学 園 高 真 岡 女 子 高

山 形 市 立 商 高聖 学  院  高

高 岡 女 子 高 敬 愛 学 園 高

1962 高 岡 市
男 子

女 子 新 潟 中央 女 子 高

新  潟  商 高

第 14回 1962
44男 子

鶴 岡 市
女 子

富 山

新 圧

一
●1高

一
●新 潟女 子 工 芸 高

帯 広 三 条 高

城 北 女 子 高

新  潟  商  高

45 富  山  商 潟  商 高
第 15回 1964 京 都 市

敬 愛 学 園 高

男 子

女 子 布 施 女 子 高

秋 田 〔経 大 付 高

善 通 寺 一 高

47男 子 富  山  商  高
第16国 1965 熊 本 市

女 子 45 真 岡 女 子 高 成 安 女 子 高

―

“

―

高  岡  商 高

布 施 女 子 高

■・ |=、

女 子
|

一―

―

|」

|
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Attack with Slazenger:
What other game is as exacting as badminlon! The shuttlecock

has uniquc peculiaritics in flight. The small court calls for fast

reactions. The high net is rcstrictinc. All in all, badminton

dcmands a lot of skill- Make rhe

mast ofrorrr llith Slazengcr!
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|(聖学院)ホ井・小野 |(聖学院)北島・吉野 |〈金沢二水)北方・ 関
|(山陽女)友野・権田 |(山陽女)小林・三宅 |)善一高)水田・藤田

(馨と喜)経昇キ唆霊|(需磁要)喜雷葬季1田履厖:ゞ
)頌 饉撃
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1956 1山 台 市

第

８

回 男複 1 80 1(関 東六浦)小宮・落合
女複 1 79 1(善 一高)田島・山下

(1: 2 千1:

栄一
公子

(聖学院)
(函館束)

‖||

)

)

水井
木村

第

9

年度 1 開 催 地 1種別 位 1 3

1摩喜}品雫:尖呂|(出形要)

松 ユ: 市

新 ,I; 市
南

愛
山形
敬

学院)北島 克英 |(四 日市農)林  七郎
綱女)佐 木々功子 |(善一高)本 田 豊子

単
単
男
女

神 戸 市

単
単
男
女

複
複
男
女

(関東六浦)小官 好雄
(善一高)田島外茂子

男
女

男
女

作
子
三
紀美

(札幌工)五味川・堀田
(善一高)蔵本 。有本

| |・

複
複
男
女

(松江商)平野  隆
(函館東)尾関 紀子

関東学院)
善一高)

高)
高)

73
77

(松江商)富田。今村
(金城高)北島・松田

(奈良商工)森  晃一
(宇治山田)伊村 博子

(山形商)板垣 善憲
(金城学院)山崎喜久子

(山形南)板垣・金森
(金城高)り II ・ 山崎

第

■

回

一
第

１２

回 要授|::|〔薪理薯)小杢贋:護鍋|(躾
形
慶;交翁:摂爆|{薯澪轟要

)書果:笑聾

第

１０

回

会津右松市

久留 米 市

弘 前 市

商
高
戸
愛
神
敬

単
単
男
女

単
単
男
女

複
複
男
女

単
単
男
女

複
複
男
女

ケ

一

緑
善

ケ
同
¨

緑
高

１́■
」
″
呵

丘
女

崎
井
岡
械

茨
善
城

一

(山形商)永井・北村
(善一高)蔵本・有本

(緑ケ丘)岡崎・山本
(敬 愛)横山・高橋

(新潟商)大竹 舷一
(新庄南)佐藤 弘子

(新潟高)
(吉原高)

本
井
山
酒

大
可岡
橋

近藤 利一
橋  奉子

恵三
支子
(高松高)稲井  岡|
(高岡女)橘美 智子

(宇治山田)伊村  隆
(新庄南)小笠原詔子

高
高
松

一

高
善

上

京
井
ヨ

之
子
治
和
井
本
玉
福

(新潟商)阿部・笠原
(敬愛高)高橋 。長崎

剛
子商

井
山
稲
横

高
高
松

一

高
善

三
子
恵
文
崎
本
岡
蔵

丘
高
ケ

一

緑
善

第

∞
一
回

82 1(聖学院)
86 1(山陽女)

田

政

第

１４

回

一征

須
重

|

1支辺

82
85

高 同 市

第

１５

回

京 都 市

熊 本 市

(富山高)高林・池田
(女子工芸)竹内・石本

男単
女単

男

女

複
複
男
女

単
単
男
女

男
子
光
もと

口
橋
一果
一
刷

宏
幸子

鶴 岡 市

第

16

回
92
88

野
塚
西
高 淳子

(緑ケ丘)小島
(高田女)室崎

(聖学院 )
(北斗高 )

川
田
荒
多

(新潟商)鈴木
(城北女)高橋 .         |

中
■
■

単
単
男
女

87 1(新潟商)
86 1(城」ヒ高)

(聖学院)
(山陽女)

(緑ケ丘)小島 一平
(高岡女)橘  好子

(富山商)栂野尾昌―
(布施女)近藤 光枝

(奈良商工)森  芳夫
(敬 愛)佐 木々クミ

(高岡商)盛野 博之
(女子工芸)竹内 泰子

(宮山商)寺前 信之
(善一高)山本 真江

(岐阜工)堀  幸雄
(高岡女)硲 恵美子

(日 大山形)沼 ,′て 利一
(布施女)才脇 妙子

(新潟商)本 田
(善一高)松村

(聖学院)関  一誠
(新潟中央)後藤 和子

46
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第

６

回

一
第

７

回

|

|(関東学院)中村  智 |

|(lL陸学院)長田悠喜子 |

Ｉ

Ш

Ｏ

）
　

　

　

一

【
）
　

　

　

一

１ ９

　

　

　

一

(甲府商)秋山 真男
(富士見高)望野 政枝

|(富士高)斎藤 正勝
|(高岡女)室崎 光子

|

(富山商)栂野尾・寺前
(善 ―高)山本・糸田川

(日 大山形)沼沢 。中村
(真岡女)上野・石崎

(岐阜工)堀 ・ 杉山
(布施女)近藤・才脇
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昭 和 41年 度

全国高等学校総合体育大会

営 業 品 目

バ ッ チ,メ タ ル,カ ッ プ,タ イ止メ,カ フス釦

楯,七宝製品,金銀製品,一般記念品

山 本 微 章 製 作 所

愛 知 県 岡 崎 市 六 供 町 1の 29

TEL岡崎 (0564)22-6585(代表)
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第一会場  東奥義塾高校
バ ス 弘南バス

市内線 ,青銀前下車 3分
茂森新町行ヽ市役所前
駒 越 行ノ徒歩 1分

『
Ｈ
Ｊ

一
響

一

，
■

一

一
Ｌ

Ｌ

しやくしょまぇ

凸

」
~~■

|

＝
）

公
旧

甲
・白
',1ド

レメ

東

義
□■

あおざん
まぇ

バ ドミン トン会場

第二会場  弘前南高校
一
”

バ ス 弘南バス

桔梗野線 ,南高校線
南高校前下車至

梨

の
木

東グ
フ

ン

義ド

バスしわうてん

至
西
弘
駅

弘南

日E

第二会場  弘前中央高校

弘南バス

浜の町線

中央高校前下車

バ ス

至弘前駅

教育会館優≡コ

甲
ス″ラ座

時敏小学校文

「

¨
¬

合同庁舎t」 ちゅうおうこうこうまぇ
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第四会場  弘前高校

弘南バス

桔梗野線

大円寺前下車,徒歩 3分

バ ス

大円寺

五重の塔

TT

だいぇんじまえ

大学病院

¬
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宿  泊 覧 表

都 道 府 県 名 所
=:

旅   舘   名

②  8048

8631

② 7547

② 9118

② 8281

②  oo28

パ,て

弘前 ② 2010

16

139

2

② 1719

②  6264

② 9118

272
434

②  8502

② 4797
② 3873

② 7617

大鰐   202
弘前 ② 5128

② 0187

②  7754

② 8919

②  5856

②  4092

②  8358

山

広 島

日山

`:
販

大鰐   119
'払前 ② 0371

② 1783

② 7011

② 3736

② 4360

根

川

媛

島

バ ドミント
本
バ ドミント

ン
部
一ン
員

子t   雀   荘

加 賀 助 旅 館

弘前市北川端町 弘前 ② 4271

大鰐町大鰐 大鰐 35

北  海  道 福 士 旅 館 弘前市駅前 弘前 4151

千人 |11 福 士 旅 館 駅|:T 2 4151

手 赤 湯 旅 館 土手町

城 桜   旅   館 大町 ② 5351

‐―
〕

‘
旧

・

,杉 松  旅  館
lil 大 喜 屋 旅 館 駅前通り

多

`

"t
晃       荘

石 場 旅 館li 元寺町

肪 木 明 一壮 元寺町

1馬
ｉ
， 雲1 ホ ア 一番町

千 弘 前 ホ テ ル 一番町

石 旅 舘 元寺町

山 梨

川

佐 々 木 旅 舘

花 菱 旅 舘

代官町

神 奈 五十石町

青争 |1司 :可 ,士 大鰐町大鰐

愛 知 ニ イ山 遊 人鰐

|| 大 鰐 ホ テ ル

,「 子L
高

雀 荘

館

大鰐
大鰐

長 カネ 定  旅  館 弘前市大町二丁目

松ケ技町潟 弘   前   屋
|■ 花 の 木 旅

楽

徒町川端町

徒町川端町

石 川 有   楽   荘 和徳字俵元 9の 5

井 一 文 字  旅  館 大鰐町大鰐

ｍ
員 長 劇ヽ 弘前市和徳字俵元 9の 1

一メ 山

大 1坂 千   山   荘
兵 丸 ,t 和徳松ケ枝

奈
・和

江 戸 川 旅 館 木町99

歌   山 千 鳥    荘 和徳依元

武  井  旅  館 和徳町

あ じ ゃ  ら ‖: 大鰐町大鰐

竹 内 館 弘前市山道町

エ 針i 松ケ枝町

白 田代町

旅 大町 152

い れ   い 消: 和徳字稲田 ②  6067

吉 野 ホ テ ル 一番町 ② 0028

知 旅  館 大鰐町大鰐 大鰐 23

1司 玉  り|1 旅  館 弘前市■野 lll, 仏前 ② 6396
ltl.1 束

『
1 和徳 ② 5992

大 分 津 軽 松ケ枝町 、9 2364

本 本 大鰐町大鰐 74

鳥 弘前市大町二丁目 弘前 ② 8060
映,中

り己

弘前市松ケ枝町10 ② 5012
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高し 録

種 別・番 号 学 校 名 選 手 名   (ス コア) 選 手  名
一
学 名

{

一
一
一

-2
-3

{

-1-

一
一
一

1

メ

{

-1-
-2-
-3-

{

-1-
-2-
-3-
一
一
一
二

一

r

l.

1

2

3

{

一
一
一

二

一

一
一
一

ヽ¨′

7

＾
＾
ユ
■
ヨ

引Hト
ロ
ー
ロロ

イコ 生“０　　
■

「
Ｊ
Ｊ
ノ

善 祝 全 高校総合体育大会

ぞ̀
↓ 、

t」
~

の

▲

食

V

l、
し '

ロ

ロロ

六 洋 漁 業
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ヨコ
ロu 録

種 別・番 号 学 校 名 選 手 名   (ス コア)  選 手 名 学 校 名
-1-

{
2-
-3
-1-
-2-
-3-
-1-
-2-
-3‐―
-1-
-2-
-3- |

-1-
-2-
-3-
一
一
一

一
一
一
-1-
-2-
-3-

r   -1-   ヽ

l I`= ′
r   -1-   ヽ

` -2- )t -3- '

メ_ク ル
,ヾ
・
●クル
,ゞッ

＾
カ
タ
ロ
グ
颯
呈
）

-51-

|

}

〓

〓

〓

二
一
二

{

-1
-2
-3

一　
　
　
　
一

一メ

ー

・
メ

ー

{
|

、1,F

し
0

電 話東京 (941)0200ヘ

諸官庁・学校 。会社御用

章 製 イヒ所
,

徽
東 京 都 文 京 区 音 羽 四 丁 目
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全 国高等学校総合体育大会

賛  助  者
弘 前 市 町 会 連 合 会

弘前市内高校PTA連絡協議会
弘   前   電   鉄
弘 前 相 互 銀 行

弘 南 バ ス 株 式 会 社

高 嶋 屋 酒 造 株 式 会 社

株式会社 川 村 酒 造 店

白 梅 酒 造 株 式 会 社

弘前地区石油販売業者―同

弘 前  ス カ ラ 座
弘前 日― タ リー ク ラ ブ

弘前東 ロータ リークラブ

弘前 ライオ ンズ ク ラ ブ

弘前鷹揚ライオンズクラブ

弘 前 市  医 師 会
津軽ナショナル製品販売株式会社

弘 前 ハ イ ヤ ー 組 合

弘 前 信 用 金 庫

青 森 銀 行 弘 前 支 店

青 森 県 り ん ご 協 会

財団法人 愛   成   会

○ 今  泉  本  店
ス・― パ ー  ィ シ ザ キ
石 橋 運 動 具 店

電話② 6958

電話② 2111

電 話② 2241

電話 (2}4129

電話② 8481

電話② 1321

電話② 8161

電話 04465

電話② 0121

電話②2371

電話②0121

電話②6930

電話② 7411

電話② 3161

電話②9125

電話②6331

電話② 2351

電話②6341

電話 {2)4855

弘 前 市 元 寺 町

弘前市上輸師町18

弘前市代官町 13

弘前市植田町1の2

弘前市代官町 86

弘 前 市 桶 屋 町

弘 前 市 土 手 町

弘 前 市 親 方 町

弘前市北瓦ケ町16

弘前市取上字三岳

弘前市土手町 30

弘前市土手 町 162

弘前市親方 町 15

弘前市原ケ平中野

弘 前 市 代 官 町

弘 前 市 駅 前

弘 前 市 松 森 町

弘 前 市 紺 屋 町

弘 前 市 新 町



全 国高等学校総合体育大会

賛  助  者
弘前 市 議会議員互助会

*+a aE++r t CIfl
弘 前 市 本 町 20

弘 前 市 富 田 町

弘前市下土手町15

弘前市土手町 126

弘前市土手町 83

弘 前 市 土 手 町

弘 前 市 百 石 町

弘前市下土手町29

弘前市中土手町117

弘前市下上手町

弘 前 市 駅 前 町

弘前市 代官町 5

弘 前 市 高 崎

弘前市下土手町

弘前市土手 町 47

弘前市駅前町2の 8

弘前市百石町 54

弘前市元寺町 1

弘 前 市 駅 前

野

く  は

嶋 ス
株 式 会 社

電 話 ② 6191

電 話② 7471

電 話 03281

電話 ② 0049

電 話② 2354

電話 ② 2481

電 話② 7256

電話② 0391

電 話 ② 8726

電話 ② 3421

電話 ② 1919

電 話② 7111
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昭 用 金  庫

'ヽ_′

弘前市下白銀町2の 1津 軽 0郷 土 紙 陸  奥  新
: 
報

弘 前 市 土 手 町 株 式会 社 ヤ マ ダ イ

レス トラ ン 白  樺
千 秋 薬 品 株 式 会 社

津軽クボタ農機販売株式会社 電話②5461

株 式会 社  鳴  '毎  紙 1 店  電話② 5431

株式会社 ナ カ ニ シ 電話(2)2191

株式会社 ナ カ ジマ運 動 具 店  電話(2)3645

株式会社 ニユー‐ヒロサキ 電話(2)4225
弘 前 市 農 業 協 同 組 合 電話②4301

0弘 前運 送 株 式 会 社 通話(2)3411
弘 前 主 婦 の 店

電 話 ② 1481

電 話② 1431

V



昭和41年度全国高等学校総合体育大会日程一覧

8月 1日 ～ 4日

|||,1
開  会  式競 技 期 間開   催   地

7月 31日 総合青森県  青 森 市上|;+

8月 1日 ～ 311,首

8月 1日 ～ 4日|「戦(自

8月 10日 種日8'110日 ～ 13[I4 沐ヽ水

8月 10日 ～ 14日球卓

8月 1日 ～ 6日 7月 31日 総合弘 前 市軟 式 庭 球

バ  ド ミ  ン ト ン |

|

8月 1日 611

ウ ェ ィ トリフテ ング 8月 1日 ～ 3日8 黒 石 市

8月 1日 ～ 4日五所川原市9
|

,71-+i
8月 1日 ～ 5日三 沢 市10 ケホ

8月 3日 合同8月 4日 ～ 7日バ レ ー ボ ー ル (男 )11 八 戸 市

8月 4日 61112

'直

弓
|

8月 4日 ～ 9日13 if,r-u/,

|

8月 4日 7日VA'YT14

“

ヽ

カ

ヽ
人

16

17

む つ 市

十和 田市

8月 2日 種目

7月 31日 総合

8月 2日 ～ 4日

8月 1日 ～ 2日

8月 1日 ～ 611

体 操

ル

岩手県  盛 岡 市

ハ  ン ド ボ

8月 3日 ～ 5日

8月 3日 ～ 8日

8月 8日 ～ 9日

'首

20 尖:|

|

8月 211～ 61」21 |]|登 八 幡 平

秋田県  秋 田 市

本 荘 市

官城県  llI: 台 市

8月 1日 ～ 6日

8月 1日 ～ 8日

バ レ ー ボ ー ル (女 )

8月 9日 ^′ 12日

8月 4日 ～ 7日

8月 2日 ～ 5日

バ ス ヶ ッ ト ボ ー ル

硬 式 庭 球

7-:/./://

8月 1011 ～ 1111
飛 び 込 み27
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Cハ

完全自動で絵模様ができる超高性能ミシン

リリカロ1置薔■新発
」 ゴ

,13

目巳‐ユ

花や自鳥 すてきな模様がいっばい
糸を選んだら、あとは直線縫いミシンの調子で縫いま.Lょ う。

操作もスーパーォート機構の完全自動だからすごく簡単′

そのうえ今までのミシンでできることもすべてOK。 リッカー

マイティならたのしさがだんせん違います。

家中.′ 今年の夏の装いは、リッカーが創つた全く新しいミ

シン
ー スー
パーォートジグザグ〈リッカーマイティ)でぉつ

くりください。ぉ求めはリッカー直営店またはセールスマンに

ス ー バ ー オ ー ト

世界が注目した新機構

お 得 で使 利 なお支 払 ヽヽ ! :000円 の 月掛 予 約 で

リッカーミシン株式会社/全国71oヵ 所にひろがるサービス網

54

国暉辱軒
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|| |

弘  前  城  (重要文化財)

弘 前 ・ 小 野 印 刷
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0 7,- a short ct,t to the Cham!'tion

"リ
サ串ラタリト

世 界 に羽 ば た く新 製 品 ″

フ
~フ

ツ ク ス
ヽ

ホ ワ イ ト

「
ⅢⅢ′

ヽ
‘

ST2印暉 4ヽ
好評スタミナデラックスに最新の技術を

加え、バドミントン界をさらにリード′
白を基 調 に ロイアル ブル ー を配 し、一層優 雅 な

デザ インは プ レイヤ ー を魅 了 します。

また 、英 国 製 ステ ール 、英国製 グ リップ レザ ー、

米国製硬 質 フア イパ ー、特殊樹 脂 加 エ キ ャ ップ   ■
を採 用 し、 文字 通 リス タ ミナ デラ ッ クス ホ ワイ _、

卜の 名 にふ さわ しい カ ワサ キの ラケ ッ トを作 り
｀
″

上 げ ま した。 ぜ ひ ご覧 くだ さい。

No。 1′ 300
現金 正 価  ¥2′ 000

河 崎 ラ ケ ッ トエ 業 株 式 会 社

ヽ
●

鍾i艤 本:ネL TOKYO TEI_831‐ 0453・ 1884・ 831‐ 9161-3
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